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ω，電離脅観測衛星〃’魅翼性● @　一　 　　．

　ωわが馴三おけζ．短荻三脚帽0現状と固霞薫、
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　　さ窒桝痴鈍雑修鞭吻・した状※
　　飾縣r卑た瞭年朗す多rと‘ご杢峰
　　地栃遽く、蜘醗回する三物移動構と駅廊

　　　頒甑および三三三顧鋳・段ヒして衛

　　欠でわり琿左〃みならず将来におひ・（も引き続を
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　　唐（／969年7目貞在）ヒ．属くでお9．．芝〃面亀

　　府容は’漁磁三三専・o章業螢蔭．尺命欺産の係全
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倥鈍し層四獣殊頭ヒ湿す毎回雛∫
訳甚レf《・毘僖等・ヒよる顕店早酢み低：下き招くこと・

・兇幻る・．　　・∫．　　’．・．ピ．
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・夢　・1斜影ヒ豆侮に申帽できろ自雌数〃手燭婦な
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卿瓢箪なし＼こと輪禍嗜伽て審図に
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測所の輪急便をL用いて．数字自マ1二椎嘉した府性僧び

使田これ看づ三教　露訳杁’役し＼。
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カ・自え甦していゑ∴’

、ψ〃貨皐．にξ都琴維黎時幽綿測．
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皆・薫ネ卿・ゑ・すな咳一移鱒詩星血紅1二よママ・
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電鵜將心礎．モ約‘〃01（夙〃距離脳底ぞ感心する二

とに層久こ〃躍晒ぱ、麗狂瞳さ恥し＼る

地上農測前〃距離礁1にほぼ等しし㌔したがっで

街星：左弔1甫’すφことに：よフ・て、．き一》ヒフめ（短期盾U二二

岬的な電雌魯鞭三面初鋤く纈llできる〃で、

観測データ〃埴用により．虐使甲可鯛叡感θヴ．
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　ま崖衛星弓丈諾すると雌上漁：｛き肇の妨捲左受1十

’に∵（い〃で観測デ・＿ダの質が侵碍で、しがも后ト装

1量を使用すろセ≧めデータ4）虞次’均一であり．　さらに．

地上観測〃場霞まず6通傷遊（送へ〃・鵜，左与え

ないこしなどがあげ9れゑ’．．

　．しウ＼しなゲら、禽聾卿は弛瑚翼llと稟なり、

’痛刻魚伏移動するたあ　周r地多時ψ電嘩琶特性・

すなわち、ほ麦化府桂丈短瞬回で擁話することが国
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たとえば・∠時面の蔚副差乞耳する二画ψ鯉卸i

甲鰍ぱ旧蔑化難輝測を3・、日で行蔚こと

桝できる．

　こψような衡塗〃倒叡〃増加と族心配上於図ら

東れば・濫行〃確：離：臨測3スチAl⊂二面本、的な再誕

討乞迫るぼビの影響を論詰ることに・なろ蒐

（1の衛星以外の手甲⊂よ看彪鑑脅蒔佐の観測

　　衡量欺冷雨殴としく墜上逝蜘こおける三三

　雌上観測方歯のぽかに、海洋四域にぢげる：観測方法

　として複数何の定点観馴船や　今後謝発ζ撚・期待，さ軋

　　　　　　　　　
　る穴型プイロボツトヒ観測働ま左頂載して行なう5

　茨．さら｛ごは外国0碩キ1ご観渤1予予投干する＝．ヒな

　」ど、伏押えら）侵；る。　しか・しなクeら　これらの；ち迭：ば鷹冠

卸’船。膨大な逗鐘茸および阿智量需賃ブイロボヅ

　ト〃完威將顛ぢよび観測アンチぞ0展張彦去．霞力

点勧などによ劉紅さ吐藤壷曲管1硯，
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　己妻1貨　蓮．用賞等’を彦；回すると衛i星コニよるさ；迭，：二比
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・．　　　2　閃外6つ動向

　　　　　　衛星を剰甲すξi逡離憩観測1二関する国隠的な計画と

　　　　　してぱ、／9‘9・年カナ外アメワカ合三国面国の合

　　　　　，蓄ヒ墓ブ、き作られた1ぶ工、∫’（」鞠〃伽あ乙
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　　　　　衝星1と同』じ’ようヒ薩皮による旧離：屠特性〃麓測を行な

　　　　　7ていることが大きな特長て吻る．規左、》切Ψ困〃電

　　　　　艇研騨乞会丞9か固約z・機鄭劒しておワ・暫一

　　　　　星の訂上げ’．観馴計画等4）舛嶺、来定4》た診4ン定期：会

　　　　　合を三｝弄『「4旨≧し回し、そう。

　　　　　　／9ク／年3日未まで・に4：個〃4乙。レ艮TT・E／
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　　雁繍研四望）1’餌即（磁緬プラズマ縦

　　街茎豆）などへの衛星＝「ク、ご主と＿しζ　／9ク5年Zラ＼ら　 ／ヲン7ク

　　年に匂たる、ノ！・ηぶ（国聚出歯圏観測∫計画）計画に対応

　　して打ち上げ釧手定さ虹ている。

　　　’．一：r翫’わマ穴・国ヒ＝おいて1ま．冒6永ロ幽い0・年度1・こ霞薩曹観

　測衛星（133）の釘上げ’伏誹画されてし＼る。

ての　右が国0とるくごき方伺ヒ，フいて4フ看索1

　　　すで、に述べたように正忌な恩義予報〃ためにぱ榎
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　　〃場含街動辱命乞’3∫断匿〃寿命に等しいと仮

　1彪レ　！へ‘年三II騎で／／年三にわた．フて、一ほぼ周1一府

　響期七2個ずフ打ち上げ“るとすれは1、、…麗葎手鎚している
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衛星計画を卓急・に立葉するた～蜘0調査倹討五行なうと
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．9堤蜘こより三三蘇た三皇による誼離種蒔吻観

測」ヒ隠する冨藻励三五推進するため60貝依酌検討き
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名　国丙通イき萄r望：

（〃　国内豊．イ善・衛望〃りく藍島ζ佳：

　　懐跡悔改動7砂嵐プ拭同軸弘ブル
　カ式、超’多血〔「司1軸ケープ’ノレ；ぢ…劣、拳ミリ競ヰ∫畿ダヨ封、

　ミ1ノ刃受§孝爆〔彫在ミ鼓方弍、海な同’重打6「一ブノレ渉弍、四望．

　通俵方式等多＝厳である1残　こ‘りうち、唐心演儀に申宙

使術士刹歯する四望亜修古式が貢献するしころばきわ

　め乙大きいも〃と一恵彩煎る。すなわち　固瞳地魚雌

　イさに．フいては　 ヰr熔ミ：1菱街園’乞財いること1こ．よフて．藷…

　有頂1き上面五細い、量感雌に対揺る虚血琢通店サービ

　ワく　非鴬災善臼寺における頭修回線0薩蕨、可搬一面

　五甫いた六府回線‘り作威等五斤なうとと．もに．大’容量

　泣面星を幽いるこしによフ《長距薩伝心路網の一・躍と

　しセ　伝送感量白石言忌獲。．各・種通修サービス左行な

　ラことがで’き，よう。

　　また　船舶、鮫空二等〃移動体乞叱正と一した奴髭盈

　信は；」也上脇倦磁区回線藝（専k＝おいて蒲い　あるいは

　回練：畠負を臼上する●とともに底域五カバーする曲彪方
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　軒に一脂蜘ヒ社会。藍侵と径新社会濫鋤〃高度化づ＼

らプく都葎f相：互r酊の伝回路貯理：依・従来・φ啓修。露羨…の

ほ：撚デレビ電話、，デ㌧タ通修等在食め、φ侵ますま

す増大する偵臼にある。所外回線網における」・総三后

俵偲、仙a栄）ξく．金ジ（、名漬睡大陳、広島、蔽

団）画勿網状回線り瑠馨のうち、衛星頂倦対欧トラハ

yクと．彦宅られろ。おお沓ね之000κ呪以上〃雌上

方式距離五伝厳するす州ての長匝難：固織は、昭和命

年：質で催すると、’両方向麗話笈旧約6」o万回線と椎：

這ざル4る。

　これら長距離回線：のうち約30％笈衛L髪：亜｛き方式・に

受げ痴た一せ．たと，するとギ｛約／さト万回蘇となf♪、字また

ぱ3マルチプル，ビ，A乞埼た辻て衛星／魑あたりの

伝近蓬量乞約‘～・F79回線とすると2～31固の衛里で’

．ま杁なうこと択さ零切肩用性がラ杁がえ観

ω　内殊。動向

　　国隈衛星盈信の薩耐よ、インテルサット〃制暗ぱめ

ぐん》



どましぐわが暉の自隈電巌チレツクズ豊信量の約

半分をまク＼なうま込に’なクてい；る。　また、わ〃ぐ」国。国

際孟信の／o年直1ヒおげる年陣申び奉は、z呑～80　　・”・

％に墜し（おり、ま起斜面洋地域において骸踊宏　．．．．

．年「訂くPo％といラ極めC早い伸び率をノ帯クて．きた。こ

6クた、め、現宕三｛Z）・rンデ㍉レナヅトバZ号にヴ㌧ルクニる菊てしいブ【

型轡型興するニヒが検貼れており．こ〃細雨1こ●　●

よフて、身後4り大う尊墨な曲修需重乞ま杁なうことにな

る乾勿と形え梱れあ。こ〃衛星シズチ広ぱ　4．ム守

〃z〃まヵ＼に／2、ン4ξθと帯も鼻塞レ伝送容量

棚〉テルナ外π号の4＿8権で瞳藷換算3万～
　，　聖

．訪回縦とし・擁ており、斥ピ寒冬方丘＝代’わるボ

ディ婆定方式画革星置隻をもち豊量（静止凱直上プ

醗酵〃紹程齪汀上1ゲに靴大型加勿ト

左，醸としなし・とも報ぜられZし・る．　　　　●　●

　一差　国際回線使甲料ぽ衡星。夫摯化に一伴ワz次

身に一低下：してお＼り．現ズ壬0／回ξ確当：り年「酊／万・ぬクoo

ドル久近：43“・・ド／レヒなll．将来はざらに安く

なる勧ヒ茅想駅Zいる．また・’ρc剛ゆ日脚

‘ムリ

ぢ弐・o騨遙により　一匿庸望の効摯的な夜甲’施「能ヒ

な9クつあり、将来ぽ移動顕名や鼠内撞彦へψ画用

60軒能｛生も大きし’も〃と彦えら）に’乙いる。

　インチ／レザ外あほ撚アメリ汐姻ま国内鼠修蓄星

計画ピーして数多くの潔勲炸oc8二眼灘てており・裁

融覧符噌た．れ．て．し＼る9

　また三一ロツノぐにおひては．／ヲク占年演甦両三

／∂。。破ン7ノレヒヨー・ビジョン郵組交換甫テレ

ビ／姥ン柔ル乞／．zゲ枢命乞甲し＼て重量約2〃・

k2〃噺星込継レまた．／9卿年風コ1塊麺

4・〃・射ンネルとテしビ2蓼ン末ノ吻騨五も

櫨麹5・外卵ク¢ρ紹〃衛動アトラス’
セント＿ルまたは良しP・〃二一［コ・ゾノぐ皿ロケヅトで

軒ち上1デろ計画昼もフていろ・　　　　　　　　．

　イフワアにおいても／ユ母Hzと一／（P・テ斤z帯を：甲

い嫉界面認証／？フ卵／9フ4年に窮上

晦5次／・汁画仙励れてし啄

ガナダにお9ては∵糾サヅ．ドカナダ回数さ

れ綿。艇球一作尺北醐弛二二雌へ猛
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菖やテレビ犠号のヰ毯：芝［行なう予定，さある。磁『亘」よ亘

蓬細2断。！く渓ひ諮σ　／9フ4：年アメリカ4～ソーiブ

ノしタヒフケーヅトf二よ：フて二丁ち」二1デ’ら）1《一；脅予＝旋芝てき2りる。

　こ刀ほかブラジルは2、ざ脅θ区帯左屠じた籔話と

孔ビのウ緩を后なう計即があ石ヒし吻牽乙．オースト

ラリア、インド● lシア写↓回内三夏盈彪シスデム乞検

計中〃僕’嵌で・ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　一疹・紡嘱においては、マイ7ロ憂箒に担え拳

ミリ畏帯乞使用して大門髪三星通含ぢ式を．実見するた

めに汗「婁の研三五進：めてし＼ろ。

③ガ次国のとる旧き二三について〃考薬

　　以上のよう履画引衛星髪国際爵儀6他、国内画佳

　に毛利甲する計卑が・各国申各搬蒔でたこら煎ている

　葬乏坦択経砦的な5玄として飯立するため1二は大：

・容量衛星乞田いZ数多い地・：球；后4没三五衡単にすろこ．

　とがくさ婁と治えら；れる℃こ〃ような大型〃衛星ぱ、単：

　独で南選するよりも国際協力により艦発するこ．・と叡効

率前と思われ合侵〃わク・国ノ）衛星面修方雀〃絹窒を

α6♪

●

●

●

彦える場合　わ駅国次これら‘り国漂：砺力に菰加する易

合も十分三二した》スラ依をづ釆屠する勉甦「於あろう。

現在、わが国於有する二二初うち、仁ヒ載二目際レペノレ

1二珍るも’〃と．して、1：弍　PC層五日屈し＼たヂ㌧“タノレ二二2ヲ

式．・準●ミリ♪皮：、お・よぴミリ競中継；皮術、地球：盲反術「辱

さ’あり，　これらを傷ステー44ヒした方式’なら寡に一衛星塔

鞍甲●および地：疎后装置1〃．三二嫁せ累σ衡星∫亀嵯繍

〃進長に．旧き’ぐ二二1でき．ると．と一もに、わが・区が衛星頂

倦五深用する場合に肩利な条イ牛となる竜〃0と思われ冶。

また今勧回内三二L信としては

　ω既存顕修手段喬ぱ低山霞作成が困難：な地コ蜘二伝

　　蹟降左爆生する申隆量三星方式

　（ロ1長三二伝送：凝網〃．一叢．芝しなす大溢葦鰻古式

　rハ♪　船痢臼に＝玄寸して．≦重4≧…：サーどフく老己堤供す6メi塩・上＿琴多；蜜力’

　　用狸星方式ならび’に．乞4M也0：移働題4きサ＿ビヌ

等～0制用7穴有効なものとして哲えられゑ

　これら6内外〃動伺に対・処しだ軟術五冊亀するため

にぱ　実験用噛と実用●の征星ぎ乏》挺ぞれ特ち　これら勿

実績五二爽ヒ積み童叙多二尊がおり、ピ〃ためヒ」ま卓

（〆7♪



莫目にこれらの征星の躊王尾が塘さ：睡ヒなろク。

　このような観薫力＼ら兎在彦えらμる国内鼠修征鰹ヒ

　して1ま　伝送容量教万臨路で各種：‘り’濱儀∀∵ビフく〃

．可能な二二量三星が当面の固麩自曝とし（彦えられ

また’この大癒量う三弍に先立フてこれに一至る一フ〃ス

’ヂツ7。および’離島等ヒ．の底二二顕倦なら’び1⊂錠姦蔚辱

勿緊急頭修05式とし：てΨ溢量方式吻エ星伏’憾軽にな

ξiと芳えられる』これは、大略灰〃クような竜〃である、

⑦　中容量方式｝

　　面催容量　1　素話約数貢～’／4回線（両方何）

　　　　　　　　　　およびガラーテレビ／～2回繰

　　　　　　　　　　（片方’向♪’

　　衛星蜜量…’約／グ・’鯉

　　・潮回数回頻潭ミ微帯（〃／4／論

　　　　　　　　　　3ゐ∈田z帯奪λ　マイ7切波帯

　　　　’・’　一　　ぐ4e6～　久’●（P母仔ズ蒲等、）

　　笈三二式㌧：‘㌔l　F脾またぽρご岡

②・．大容量参一式・．…．’

　　煽倦容量　、’・電話幌旧約逓（づる〃ろ向雛『緬

．ω・

σ

●

●

●

●馬　　　　　　　馨●●　．

　　　　　　　　　古向♪

　　鋳望羅髪　1　数／o∂樽　‘例之ばま00紹）

　　囲畏叡帯灼　準ミリ茨貯、マイ7ワ渓帯

　　麟訪式パμc巧

　　※　地上系　単苗系のrr淡・伝：竣粁些　二譲器〃蔚

　　　d匡1＝等芝三彦慮し（．壷〔当なノベンドを一き≧ξ建乏す；老〉。

　こ取ら0実F再イヒ．の府期ば、サービスに対する三巴ψ

震合ひ　名乙生：良備一〃進：展等によクZ庭まるび、サービ

ズの面ク＼らは鞠が蟹ましく　削’君〃ヰz容量渉…武と’し

Zぱ、照和∫LO年按前半と想定てΣメ4彩和ま之年夷に

粁上1デが予定、さ敢ている裏験用御止蓮礒宿：星が・乏4》

二皮倫的墓：礎え敵することが期存さ淑る．

後看〃大容量彦r玄ヒしては．中宏量浜弐よ・）ざらに

薮年劒鷹和‘o年代〃後半び顕彪三三およ御弓術粛

麩4）チンボカ＼ら彦’えて壷1当と思われる．

　な鳳懇洋三三クし・ては．数多くのス縦甦齢あ

る毛〃〃　／フφK胆左試算によれば研鬼繍≦旛ε

玲き衡星と関蓮の雌と没僧0黄用にフいて中溢量が

三弍は約200’億r円’、大容・三三「三虻はξ自6、ぐ0僧1円と見込．

（69ノ



ま艇弛上汐式とぼぼ冠合フた数値ヒ彦えら収る。

　φ侵、これら〃疹式にフし・ては‡移上げ構ロア外

℃含め、・ざらに詳網な検討と丘なうへこきであると汚之

勿。
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3放送直屋
　θ）　方タ「送有二星の1℃と要ノ！生一

　　　．アデア地嫉：では、わが国はじめ多くの国が海洋Kよ

　　リ隔絶されているため、三星を知用し、筒易な受信誤

　．楠誌って池田放送と直援受彪初ことに計すみ要望

　　は3すきす窪くなりっっあみ．2た 地；上放丘…網が：禾

　　搭≦望な画に．お・けるノ教宿アレビの普及、，’，広大な国：土．や辺

　　弛に散任するコ三二二7イへの畜組サービス等につい

　　ても征星；放：送↓（其日忌寸るところが犬さい，

　　　わが回ぱ．アヅア1ておrナろt在一の先進個としてアデ

　　ア三国の病在的要束を十分に勘索し、ゴ　乞将来の征

　　山送に点すべき鯛計燦翫て継罐網
　　計画の立案乞喧られている，

　　　ざう1く、即翻1＋ゐ将来の刹用形態∠して潅と

　　之rゴ：広しい放送方式1てよる全国一律番組ぐ激脅紹等）

　　のテレビ放：：送等も、1虻・要となうろ。

の肉外の動向

　　　最近に制＋ゐキ宙炊術の撮、とくにホ・ストアわロ

（2／♪



緬し献に耕碑宙平繍通知速雪意みうと、

ア×1ノカがイ97岬（インド・アプア煙r齢徹

鹸的K運営レ』・放送をハ丁5・一確屋を誤用して行．

励ど・アグア耀への婬凝郭宇宙醗
々1隠州麓もつ各国妊要なクーゲヅトとなりつ7

翻、このAT5－F速星実験禦椥（施集φ戻粥ピ

罐速に艶のでは加艘更られてし、る。・．

　〈イA∫」Aで・iさAT5シリースンとしてし♪｝→F．　9ρW

の江勧丁5－8φ掴に引さ統き、／2酬zノκw

の征星んτ5一召の誹恒もあ1ハ／97∠～’77年目汀

ち上げる予定といわ引ていゐ。

㌦鍛ヨー御側1シソフナニ．一計軌して実

験仁星打上げ勃ご／973年末；蜘（予定さタしさらに三c

sζ欧州挙宙会議♪はEらu‘欧拍放送蓬合）の要諸

：セ．早手♪直f姜；継7醒計画を挨彦詳してい；る．

わが国にお1いてば燵〉ステムの研磐が励わ

れて（、るにすぎ・ないが’、：二の研多乙の／例としてAi3U

ζアジ・ア放送連合）φためφ放送鯉シ久テム植立が

σ乙～，

σ

●

”・

！　　．

●

●

　あみ．

　　二の樋では1／2酬Z帯の山詞使用し・3

　個に対しそれぞ・れ／4ヤンネノレのテレビ放睡行

　ロうもの∠して征星重量のク権と試輿しており、こ

　のシステムの実施K比立って・ト規漠な実験征星によリ

　一》易力を進：め乃iQ二恩も生ず2ジニ2：カぐオ旨ゴ爾されていゐ，

6）わが国のと乃べき方同についての考察

　　わカぐ国の1吐．要な放送：左回を才つが’國のロケ・ソトに，よリ

打ち上髄ことは最も減しい方衆で・あろが灘征

　髪の打ニヒげ用口ヶ、ラトとしてぱ，数／〃。絃の征星を

　静止軌直に灯ち上げる能力｛≧1吐・要とし、わが・國が現在

　開発中のロケ、ソトのみで・1ゴ不＋分て・・あり、一段と島性

　気心ノヒカぐ要望さ2れる、

　　，方、已来ぎ香ます国忌二三捧制が庭履することが

早趣価が前硬該酪Uの嫡の継媛罫
　テムiてついても多くの新旧術を1膿．とし謝1臥の

砺1（よろこと力思出の旱二軸うえから謝しい

　と鈎ているジ雛わが囲として虐．麹隔回の宇宙

（えう）



刹席順の進展、宇宙開発抜術の進坂飼隈湯力体制

の動向等を槙重に見きわめ、綴も合理的で蒔直を得た

γ荊聚～体告1」をとる1Ωb要わ寸あろう。．

ψ4λ

「

el’∂

σ

●

（h　　　　　　‘，

●

●

ら4・気象4エ星

　（／）　気象痴〔星の1じし要’性三

　の気象征屋の麺義

　　　　現在気象予報を中心と寸る気象ノ惰教K計早る社会

　　　の要諸は非常に怪く、日常の人向早態ばもちろん台

　　　嵐集中豪爾などの気象災害防止のためKも2～3

　　　日から2～3ケ月先啓で・の各種の絢愚な早教　：さ‘う’

　　　に半年からノ年．先貸で・の：気象橘報さえ望まれ’ていゐ．

　　　　気象業務1ゴ常K新一しい：≠キ学ゴ亥：術をとり，〉＼れて改吾

　　　が図ら側てきてあ・リ、近年．にお汁ろ電等計・鼻鋳の．尊

　　　入は予叛の負の飛押回向上に単寧ってし、るものの未

　　　だ窩い適中輌嘱励ていない・この原因1輪地響

　　　のク・％を占あろ海洋，砂漠むどの気象楕況力姶充分

　　　雌蛛ない劾で捌、この細がと1練練た．

　　　なら，2－3臼勿舗ちうん歌早年先にわた．る全暇

　　　鉤な気象傾向の下男が指引に行ζしし、得ると浮られて

　　　いる’。

　　　　こ蝋についてば鼠ソに」’る気象倥星の夷硯

（絢

／



　乃淳宙かろの広域気象観測の珂能辻を実評し、気象

　4エ星も組1織的に．配置す才ハ才’たこ之海ヲ羊．石ナ淡とい之

　ど’も気象予報に度要な観測が百能で・あみこζバ崩ら

かにさ・｝し気二二星による気象予顛績巌の飛躍鮪

　よが顛待・さメ1：るに至つ．た。

（め気象征星の経看的効果

　⑦気象予板精度向上の着効性

　　　気門匙気象門別に予開初ことの究極の餉

　　1寂一3只から数個向君ひの気象予叛を的雍に行

　　・なうことで・あり、これらのr・稼の価塩と判断するこ

　　とは容易で顕、ぺとく，に気卑族イヒの引摺巌げや

　　すし産業糊（鰭，葱早航室建設．公姉裳

　　．勅秦電等）にもたうす鋒看謝・1益はは。・リ知メ～，な

　　…い1鮮焔0耀わ・nる。沢株二、三の試恥圧

　　戸禾す・，．，

　　『（の　米国あ建設産業に汁サゐ効尿．

　　　　W図0ぐ世：黒気象鼓肉）が．妥託して実；抱した

　　　「短期予叛の繍劾果、と題干る調登に汁して、

解
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米国の邸。晶（大気潅斧庁）o木ワ朴再士

の行・な・つた米国の3建宕三下：業：1二ついての試1鼻

r！962年）左ヲ1用してみしるク

　ラk国の建設産栄の下向の恢資額は272ヒ／・ω

網（．卿剣“ル）で’・そのうち矯認脇

受・＋ろ郭合は／2兆2β9・彪円ご3ウ7庭ドノの

で・ある．気象に才って生ずろ焼失顧1寸最低ヲ2〃

庭戸’ぐ3・知吻と見積酬レこの獅槻在発

葎・’していろ予報譜画（旧した物合のうの

である。　しかし平門のカ、用方法き向上ざせると、

そのうち／汐吻誌円（冶庭ド・ノレハオ救平ぐきる．

きらに予巴戦ガ2・％向上するなら1ずその

瀟獅、．殉・糊＊（煉ドノレ）にの鰯

と隠わ十～ろ．かりに辛鵜繍蕨の向’上を：半時・の／〃

塑循薦の赦緬塑〃伽（ク漿
ドル）にものぼると門門1ろ．ち砿k白奉の

建誤産渠の仮侵額離縮〃兆2、〃〃〃億四ω召

和43年三絃）τ・あみから・二三と田じ吊革で

6・9ノ



’

　試算してみると予報精疾の／ク％向上は建設産栄

　〆廿で’もξ）ク〃庭円の瀕害；救清になろう，

　　＊現加融岬縮簾の％とし、二9

　　　れカ“5｝0％1く島ぎうとし〃と爵の．頽であみ．

（口」　5日♪ヒの予霰のもつ経・奉「劾黒

　　米国政府φ媛託して行豹た早知（あ｝b壊

　巣灌樹下耀電の綱燃早る跡先の予

　報Kよフて款煮されゐ頂害緬蝦同ク9ヒ鮎・・

　億円（四馬ド’ル）にのぼ乃とされていみ。世

　界経酒全体に対一してW図0の後族て’実’施された

　研宛によ・蜘・かその頒ばち誌2．36。露円ζ／7。億

　ドル）に達寸る．英回経濡毬橡としたまり絹，

　窟．なイ芽Fタ乞．によ〕れ1：；劃そのi彦（字に糞年：向少なくとr巳

　86ψ雨雪ζノ億ホ・ンド）1（潅したという．

　　びノ∫夏と伺しγように予報焔ノ契が’20％向上．・す」し

　ば筋に救瘡き・n娠害頽はそイ1ぞヨし4／6・億

　円ジ2兆μ6・庭円，229庭円となる。

（ハ）気録現象、の弟蒔蜜視の駁雑

（ク』トノ
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●
レ　　　　　　　　騨5

－Pe　　　　　　　Pρ

●

　　　静止気象征屋が’耽蓮三星と淫ラ点は静止気象

　　征星が㌧定区域ち常時監麗できみことである．

　　静止気象之〔星。観要・1によれば’台風 気圧、前

　　鍬集橡齢ご気触翫鮒気象現象の疲

　　疋が1寿々刻4わかり、庚脈方面に適切な・隔級左

　　逗匡速に周知コさせ’うる．

　　　：二の瀕教、rさり災害防止のためφ適：切な処置

　　が’とらフhれば’。そ：の循果として得うズ1ろi効果は

　　直俵金薇に見巌ろ二とはひきないがオ日当葛旗K

　　有多ことが芳えら矛～ゐ．

②従来の族術設儲に」る方法と気象狸励（才る

　方彦：との｛経看ナヒ」飲

　　気象観測は従来の弛上，島属観潔日，レーダー観

　測などが気象往屋系と畑繍って真価を礎揮寸Zも

　ので．そねぞ凱φ嫌能が翼なリキ擶箆囲が自ずか

　らあろとZう＝とと念頭において二，三の試；鼻を

　試；4てみる．　　　　。

砲落芹上の蔦β観測は瀦上の一点に定点気稼

。『9》・



・胴張1揃邑乞課して行な1’って’いみが’、現才王．太’耳Z洋．．・

　に．4蕉1大面洋．に9点が履開・されて：いるだ1ナてい　　　ド肉●・

ある，．二掘錬観賜の齢ζ徽の径靴　　，㌔．

・順を要すうた次一あみ．’し港～反に日本が気象

ザ，ビ和趣意飼う潅域（〃一6・ov！匿／2クー

ノ9ρ・ﾃ）に剛。あ働甑て隻、魂報手綱で・　●　●

㌦ある。／〃。・ρ’ 求fz吃向隔に／零し観凋！1彪乞配置寸ゐ

　ヒすか，「ゴ約40・隻：が・財要・と召・る。交代摘当を老え

’す1く・1点ノ隻として観測船の鍵造黄を餉／・庭酒

　としても鈎卯。癒内’の施設黄を保し、そのろえ

　茸：向め運営黄・は／白：2回φ高ろヲ観則きク〒なうと

　して／隻ヒつさ3偉円と試填されてあ’リ．年割．

　総計約／2・o億1円と’なり、ヨた多款の人負を要す

蘇起も律κ職敵の観即’八・娠　◎．◎
薯飾の凋　畑出和し、・ま嫁際向題して

　このぎうな撫陥蔽銅1杯ξ能であろう・　　ワρ

（・

幽晦概郵殉励揚合：台顧見｛「定．
　期立董巨≧ゴ戸炉セニ、・∈≡≡三風観7更，r亀く二將ラ弓ガ1虻垂垂三浮角ア乏＝芝…ノラ崔室え　　、　　rシビ㌧、エゾ　　1ト

劒’

・ピ溜出で運用覇ものとして初年働施霧と

一　　・レて〃・虎円、年回繍黄約4ξ庭円・三田

　　　　　を・含むク、・．人脈樽絢4ひ0名け1必要之ケろ・ラ・

　　　　　このような方法によってち侮魂範囲Kつし、てい．

　　　　　えげ’．．定期壷航では二三＝避東末一グア4．一

　　　　　沖．の民心～東京Xいった一辺が’2〃〃・《3〃・〃

　　　　　禰め二街形のライツ上bあって南方洋上をく

　　　　ヨなくあ｝おうナ由dゴし、かなし、し・．雪の昆える

　　　　　範囲も仁星1零ど・広く1可なく．省風時．の特男極統

　　　　　についても／1ヨ4．・回茅く上rさ家；施で’：き．な’い・：　・

　ω内クトの動向

　　　アメ．リカ1まノヲ66年lr二τ’1．RO・5／号を：灯ち上1ぞた

　　倣三論液ら加え、・ソ％5年に汎用のモ65舷

　　灯ち上出気象征星．の綿化1四切し・た・アメリカの・

　　気三三屋1覇PT．〈二二送芭）茨跳塔貧してあ・リ・

　　地上」て負信装謝匁訊二七ば世界中ど1二でもリアノレ

　　列ム1懐の写臭力一手出末講徴芝もフでい．．剃

　　　現在で・は三～・9AよりさらK彦（鼠忌引想。冷ハを

＝砂イノ



蜘してい．ゐが・この婬は三軸睾粥威斌の煙三

二征星て㌻回外練放射誹Σ巾1に・Zした，観測恩を塔載し、　　　ご．

昼夜腰分隊融鮪の観刻断ってし・ゑ　　　，

　ソ塵1ヰ鍾車た直セまわる気象をエ雇N三TEORを栄務

用1慢田していゐ。．この往星！ぜデメリ・カのものとほ＼“

同び㍉ンヨソ乞’もっていみボハP丁装置セ偽藷し　●

ていな・いの．て“ねZ：星の〉資料・1ヰ臼国で’しカ＼：刺用で’さτrい。

’一禔A気象業務は冷点躯織て喫力包詮方力せ

り劾果陶で・あみことから HO口気象鉦星を計直鈎

に配麗し気象業窮硝渤鶴と予教緒度の向上乏図

ること肪え．www（世界気象墜視♪計画と堤案し、

／968年がら遜行しつつある。この：糾’画にあ・1ナゐ気象

紅星t旗静正気象妊屋4個，軌直征記数桓ズ企世界をカ

バ＾一寸ろモ・ので「計函的な観潔畳1の囲姫1は（身ARPピ地　　　●

珠大気虎発計画）に邊ブさ．／9舛へ6年野定して

おり、これウ）実現によって緻禽的な・世界気象勿屋系の　　　　簡

実現と／面向君で磁騎級の潅立2めゴ・しでいみ。’

　・この静止気象孝エ屍めうち、アヲ’ア±セ．域をカバ’一すみ

∂

●

●
凶

⑱2♪

　ものKつし、てばこれを日本が蜜1＋梼つよう要請さ。πて

　いる他アメ1ノカガ／9ク3年’て東太平洋上に／9ク4年

　に南米上杢に塾をS穴σが’／976年にアフリカ上杢に

ナ「ち上ザろ予定で・あみ．　　　’

　　この他世界気象征星系1二は赤、藍片血め旦を測定すゐ

　ため気象征星と定葛度気門系と組合せた弦デムが計

　函されてお’リ、ア×リカ．フランスがこれについては

　倹計を進あていみ、

（3）四三のとるバ紡向にう1、ての．竣一

　　以上の」ろK気象征星の砲発ぼ、世界気象ね＝：星系の

確立をめざして風祭的な呪力のもと1く塵めら撹うと

　し払qλわが回としても績極的にごそこに疹加渦力

　をしていく！超であると・歓る．このため、これら國

　’際・協力φ中で、わが国φ厭割等を十介検計しつつ．早期

　にわが國の気象征星計画の蒲怒を固める嵯愛がある。

　　とく1く二、わ’わぐ国「才気象潔11恩飼1甦k二関してすぐ：のた液

備をもつているので瀞止薮は軸上の適首獄験

忽屋での旧識試鹸などあ羊嵌セ含め、新しい観測手嵌

（摺）



の醗に力導ざ・r紡の実刷ヒ呪うとともに

世界気象三皇系以テムの蘇を行なう．など』櫨複

を〒なう，べ’さで、あノフラ。

（岬

　　悶

　　．4

　，　ヒ　　　　　　∂　9

◎　　●

◎　　　●
　　馳r　　　　　　　　　■4

　　’、　　　　　　69

5、航室4エ屋

（り　航行彗星の」以・要挫

　　航鰍．廟爵の殖量藩論畔し1、こ夕1う移動

赤の航行に仮立たせうための航旅眈三三鄙蒋が

極あて重要9課題纏θつつあみ・

　　巡行蜘かや衣盈踏越のたあの振能としては

の協無上での・そのイ雌の蘇醸論点卸

②馬上で欲簾制罫砿めの移動体の4超岬掟

　◎移動体と地上との滋藤馬穴上の劇暑雄楕

　　報の通焔

　が’あ乃が＼要町～の意から彦えると．交面が漁で’ある

　解暫で怯航行嫉助耐針分て“あるが＼交孟力癒K

　な，るか、軌行に地上か・うφ指ふを腰細ピす・る將殊1な斌’

泥梨躯翻鞭虫1（なり・．雛制の白保には畔

　シズ’私で「漁行励職歴宿制用矧碑ズ警
　　とす；ろ’ことが’IQが要て』ある。

　　　この紛野Kおいて蟻吸麺でに各働地上シズ

　　テムが擁筋が耀シズ拡蠣三身1ば’．獄の

佛Lノ



通話陥磁し、短演Kよる翻用の昔声恩擬醒中

継吋棚感熱いU昨音声鮪あ・よびデ駅伝

菌テレダイ触感蝦焔こと醐能ヒ碗。．荻、

糎に駒池上の管制センター乙・ど・で航杢坂の動甥が

．あ宙むねβ糎以肉¢純度て・激合ゴとに得られ欲め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
現融融止の劾にとられそいる貌籔単向のあ

繭商始以下に亀め，ろことがで・き、日じ厩甥上

1〈数借の鰹旛宏全わ＼つ劾輸魔貌さ．せろことに

なη現在建設計厘中の航室路緬わせネ11ず∵／98。年

八’に予測さ奴いる嫡馳嚇ll筋ことが可能臆

る。

　さらに・船幅用システムについても征星：と使用し、，

轍興上のセンター露原ろこと1（よ纏繍の

麟雛紳1の融，鰹痛繊で・の腕叡旧

制衝知徹論告綱るとと旅そのための瀦

の蹟薦が果釦よう。・このようなシズアム臓罪

す乃船廠数ば航轍に比し数／・4黒馬拓と予

嬢・脇斌通信頻蕨ゆ逆に・レ・なくチャンネル数の

㈹ノ

一

●

●
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5

ダ
4
弘
5
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●
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　蜘・はあま吠きくなく、使用周寂鞠（つ，し、て鉱統

　室振用の八6ξH2に隣接尿U｛→F辱めほか、4〃・

　MH2帯か・ノト型船用として用意さヲ～ることにな 　　ま

　z／6。剛、楷の使用誘え搬征星の容量からみ

　て可籠て・・；あ幻は”蕨空漁「と誼らに両用しうるシステムに

　すろ二とも肩撃て・・ある。

　　以ぬさ免室機および稲舶と対象として，老えた統行毎

　三門テ久ぐあみが＼回れらの抜衝旧く’、そのぎ3年宙

　航を〒用の痴乞行征星としても留用可能．で’あり、この僅の

　狸豊経由覗こ1ボ弛蜘裏側の賢愚の骨斑鮎粋な

　うことが’で’きみ：ことになろう。

（2）肉外の后笏

　　＝の種のを屋畝≠ムの歴要，｝生からみると．蝉声の

女面量：辱を思索すれにr’．航杢、機ホ・よび覇首舶4、功勧〒叛冒力

朗雄葛ステムについて匿綱の麗緬難行勿

望システムぐムんV53）ヒ各別の地上．シズテムで’．不十

知がら満足畑るのて・、多勢経黄を射つぞ．征星

システ4の嗣発を卑独で行な5母性はなし、とされてい

いの



る，しがレ大平洋描び緬洋頒断寸る画室扱に

フいて1オ．姓レダ「が及ばない咋め嫡老制用の

．征星システムが若く要求さ奴．いる、

　　このシステムの嗣象～1ま’ES尺0あ・よぴ米国ゐ“巾1心と

　なフてムε尺ρSAT計画を重氏：し、國際白白べ’一尺で’

　進《めり』しきうとしてお・リ、　／9ク、ξ．年．以1降．に心用試、験月影

　の征星の灯ち上rヂが期待され．その族能乏して1志し

バ・ンド（μ釧2導1迭寒星と移動曲弦のチヤンネ

♪レK便用した2略の無声智恵あ’よび険窪航法心置によ

　る位置権級等碗麩データ伝送の漣爾試験ならびに池

上からの測位のたあの測距侶劉’よび高速データ伝送

の無が夙幽いる・これらの試翻魚卵
　もとに．！98》0年AJゴで’に1せ．∫璽用征犀の奮発『と行な

禦が1峰とさヨして籾・そのシス払肩簾ご

・と1二2イ助静細思（腋行振助凝声能加床寸ゐ．終は

．、．

kノか遜りき⑳類い旋激1縁召齪巌と・され

下～’るρ

　　伺じ・族能：と劇毒ろ泊餌憎愛シズテムについては．その

留）

’・T　　・●

●

○

’、　　　　　　■，

●

●

　眈要、窪目認回れているものの麗在の國隈的動勧・ら

　2≠で航空壌ト用に比し．その≠〒なうバ’き厳能，の権立は不

完全て∵遡開発に数年二上の動1が秘ものとみう

　。｝1’あ’

　　藪、狸星抜術φ進歩とあしば5て、／φク・’年回

でに1せ伺肉航室洛旧び沿丘荻略用ρ征星シズ私を

　開発すろ御恩が彦えられている、

　　こナ疹のフズテムが取坂う綴数担b｝・鰍雌渤

　に‘三二・の賜含て…方族以上）ナ働口さ齢とともに、

’測位旧記4’ ^池屋下閃にすろ詑力・㌧つの目引とな

　‘）1／勧静湿埋と数掴の同期長指円軌直φ征望と

幽の一脈わて微の処レダ≧航撒騨勧

択害軌（代簾行鰍と翅都ll胴用歌私汐

　みもので’ある、

（3ノわが回の肋べ’さ方向に瓠・ての考察

　　わが風面雇藩面し⑳繍治動駈あ偽
　ては，耽室：，機や船舶i誓．団1糸交匠ギ・吸かこ不研欠となつ

　てお・り、そ才1麹（幽ちの羨勧・つ効皐絢輸翫を

（♪Pノ



図ろつえで・耀嫁テAビ焔航撒助諌蛯劉．

1耐都駄亥徽凝高い・訓りの業魏・当爾
全世界絢な廻識網のもとで行なろ方が劾率的で・あろの

て“、衛星恢アムの開兇も国繁的な三三歩禰K計応し

久ものKなろ1ゼ葛があ7）う。

　わか匡1として1蔓f、今・4象航行4エ’星．ラス．テムの重コ髪・1生き

＋介誕識しつつ3な回灘ヲな勧向1（弾力鋤＼つ媛勧

醐（計処しうるさラ、地上ラステムの祈た昇所要の研

宛を庭めみとと匂く．將来φわか回の航行征星識画の

戻体1的挨計を開焔する1曙屡か・あ、る．

（％～・

●

●

、．　　　　　4・，

●

●

6，漁㌧色循そ望

の　同処4斎屋の必’蓼’陛

　　箭屋測蟻シ去の出現橘、従来の7則ゑ｝馴量・aち貝十多距

籠の彬雇打ち磁リ．⑫直緬ξ一よらな・、三次元め測

胸臆拙し．嵩に両生軌即力勧悔梶あわ

叡，痴1卿形、燈之動あ飾寒．繍地1勤

怠鄭嬬謝獅ゆ羅老測知多ヒし、弾一の手

窺で解決すろ。滋可能に薩．　　　　ゴ

　　ま吃，街蜜のもフ積報伝霊血忌老）毒用すろzとに

　よって〉蜘泌イ立置〉夫定．の詠手ゐイヒ．　高遠イピか“「司鴇皇）＝なり．

　たとえば“洋」口乞ち・・けろ嬢）位・辱二．弓移動灌、め位置決、髭も

　容易になり，きら匿将来は宇評点俺にち・け3チ馴〒物

　体調イ立置決定を行なろ可集性わあろ．

　　このよ引蔦て1才鰻虚血刻弍，従彩測玖法が

’やり残した課題：

　　つなわぢ　⑦　笹累測典網；の身）戎一白本1則ナ也原

　　　　　　　　点の確立

　　　　　　　②づ蠣卿腱網の整備一アジア・坪

（9！♪



　洋》則地名漁の整禰’

③　濁内三角網の規：正一零蜂三角網

　の雁立’

＠　顔L立’点のイ立葵決疑一菜華客イ立i窒あ

　決是

　　を解庚する・だけでなく，人顛〃唇舌動鐸乏囲の蕩な火に

　伴なって些ず傭「しい課題逸して，の海洋墓導点

　の隷置一海洋調亘一）協羊緊療嗣癸　②．天：文蔑

　さ瞠求物競掌薯の呵題解ロ月一火晦移：動一マジ｝、ル

　対添二地回雄カー地球の回転運凱重力分布葺

　1て：ついても新・しい）融か分・野咳賃L出レつ一フあ餐。

（2／　　y苅クトノ）動・向

　　衛嘲瑚献動1噺窃リ・レたが’っ覧フつ・

　ジェクトビしては測地5則置の著遍的な；墓海kなる世

　聯肱嬢確立報こと、峰点がち亀帥てし・る・’こ

の’､究膨初から米融強力麟毫し憎めて等b
　ので’あ蟹力’“，一霰淫亡ごハノ．。1三‘　（イム重宙研宛本部）2を回2

（¢～」

’●・

●

■

ら

●

㌔㌧　　　　　ム噛

●

心とすろ遭界的拐硬の国際共同研究もはじまった・

碗た，観測菰とレても初期勿写真観測0＼ら，現在で

は，顛とし一ザー併即ぐ，批な・）っっあろ．

　う色域3劃地網そのづ（鉛＝ついて1赦、末1を’実駿儀階’ごあ

ヲ．　　、

　せ界蜘地網計画は各計画の独立’・1生が腿ず，しも明確

ではないグ、次の切計画をあバらニヒか蟻で・き・る．

⑦厩伽4タひ磁・蕨ぜ44漉
　・ρ九’解・を伽π　（〈！（テ3／つり

　”5ハ。σ伽ビ疏翅脇…〃44吻・啄旗彫

　0乙戯・Zノマ晦乞タ）纂〃研究老土参1・姻3沿ガ

　米風φる轍禽な組繊レて寸すのていろ華菜であり、

　NAgAは二の計画の花めに，／964拝以来

　ε¢グ・1〃房22，zク．守三〇3んβ，かよ帆

　ρA6だρ5壱打ち卸ザた．　光学四則老主2し，

　泌吻⑳汐・四生んLノ♂2伽L　め結累老レ剰〉召

　’ずるρ

轡♪



②　乙・・5ユ露？ノ取多‘御池伽・一げ威’即滅

　ク2，診乙〃世しノ6　誹画

　　　／・％6氏籾ン彫）頁肱励・’竹年諭・重ん禰

姐勧あて1．ρ陥ξ・⑫輝四則玄主伽9、

づでに鮪ト観測は終q．フ2年刺2も成果の細隻

　が期特さ返て）嘱。’

③翫あソ厩訪雇」品4凌タ確’咳
　　ε多μ’冨・廠ご　σε4母F～＜つ

　　C〈！圧5をウ心、覧米ソをはじめ、各虜の多数

　の研禿糖）韓か・参加レてい心志含鈎な亨換1腱研禿診ヒ画’

　で’ノタク／葺ノ’測・耐油レ老．この爵点では！す

で喰7個のレー噸粛衡星力働画燦り．レーザ

観〉目厳刑ノ‘墓が整い，よら＊之けザと写真

　の併凋の鱒イヤが凌台まった．

⑦・磐・西眈ε卿’4勧r競
（（牙三く／）謬画

・ぜ卿　めシステムで下道循のジ則泌綱壱脚立し

　　　　　　　　’（鱗2

◎一

●

◎

9餐9　　　．ひ，

●

よらヒいう㌶直，で馴沌法ヒしては距離測定だげ老

、行ならわφぐ方ヨちめ・前記の三計画ピ翼な．リー，

三尉翻｝とはいえないが，全釆候・ト生・～し力喝精度

がよいめが嬉徴で回る．　米薩犀：地面局がノ969ζ

勤・ら劇勉してし・る．

　、以しの諭亘のらち．ノΣのは勅ザ園では東京天

、始鵬批て誘・り’2）’4）．で・棚峰珈狛本が

含まれzいるのて“．旨本測遮網・は＝れらの計画の中

で世鶏下網lz野物け’郷32ととなろう・

　う嫉測地網lzついては．各濁め才支術回雪り格差ヵ・“

ふ亡い欧州て“・：飯も研発が㌧進」んでいる．　面裡尺では

ノ96∫塑僻に〃卿la〃欲〃旅（＆4一

一ζ凶伽加・ヂ椛吻説’〆べ8罐伽
か「霞片られ，／3ケ因にまたがる零馨三角測量の実

験鴉勧れていろゼまた．フランス、ま独創之ぢ● D一

ロ・ソバと了ルジ｝リア，’ }ドレス岬町物干ボ計画咳

もらている，　東欧12ついてはまヒまった和壱はな

い帆売労綿測悔よって寸でに衆独かうシベリヤ老

　　　　　　　　　　　　（労～



淵　
　
［

l
　
　
　
　
i

　
　
　
　
一
　
一
　
闘
’

　
　
　
　
　
－
－
川
ー
ー
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
…
犀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
I
一
ほ
I
I
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
l
　
　
I
　
　
一

経て国後島まで庵縮んぜと1いわれている．．ま吃，

罐庸ワリカ妨蜘恥ジ画論搬1雁樹制て
いる1

　　安の他．柴陸軍地回局沿岸地局力・・共晶レて南励

二二洋を」珍ご威て三二、了ぐ計画壱もつ・ヒち・り．ロ本広

土と醜観磯郵献鵜噸薪賭〒な？ん
　アジ偽二二地網lzっt：・て鳳，〃ク〃『年の虚血

了ジア極象地函会議にあ1いて也界；測地網が雁立とれ

ち融諱Dそ戚ずる碑憾言る避鶴
取ちが・牽晶晶業ヒレての嘉言な動き幽．

レ、う

せ勅馳網の窃粒にちいζぼ，賄三訂と極軸

の決定かし5め圭無記あるだ1＋に、必然重々にぢ二二則

としセめ写真測淀か・・主となるカ・・二〃測処旧び・身）戎し

た後は，同地測量の方法は，電；皮衛星観測だとって

か妨煽、乙坊纏ろ，・そ粛考鶴歎森慨、

擁の融伝謹棲餓翻レち眞｝1細雨喉全倉三

二あ二二・幽二あり，そ癖生え▼は、すで1・ノ％4

鋼2才困・レレシゴシ嫡焔レた．卵35匹み萎＝’と

　　　　　　　　　　（競

t

9

◎

◎

6

b
●

、、　　　●2

●．

かでさる二二ノ9ケ。算。〈彫5が根象レち守E〃

罷勉ス弘ゆ騨妨締三寸・；と臆つち
＝れは．（テノイZ篇のレンr倉・マン1’“・レン4くレー

1一　レズヲムで．衛裂測処宮標であると同嚥に、

灘槻レ乙欲観頒順料の伝護手綬ヒレて嗣

し．情話良処．理はせへこ●て鷲…よ一φ才べし一シヨソセ．ンタ

ーで行ならヒ≒yるものである。．

‘3）・わが因碗ろべぎ狗1匂し・ゼあ考癖

　、：以Iしのよらにせ界測地網の雁立は欧米1②むいぞ椎

弓甚てぎてい3か・二携のレス弘14特窺域

嚇噸齢ついζi葬鱒ぐ去寧不＋鱒観

廊・晶晶鰍帥燦噸角な測地騨轍
　寸ろ＝：．とは，｝馴地．業務．ヒの課ii篁となってい多。

　　とくに・，数多く〃）離：＝第老含み．　南彦ヒに細〕侵い日記

列卸無記鰍，そ外函邦1・脚三法の
二言釣幡雀渤．架寸ると・衛星浪ll地墓狸点右望環し’

　凹勾．二二姻が星正吃彫＝ζが急務》老孝られろ・

　　躯わが属が了ソマ却湊め東端、誘フて，劇こ

　　　　　　　　　　　　ε》クプ



、

広大な大乎》純控えろとし1ら泌鋤’り条件をもつ＝と

周辺濱動い旧情あろい肉娼持水回からみてせ堺鈎な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
瀬繊計画にヤ急な棒制凌むつて参カロ才3＝ヒがぞ・き’

な・、などめ助煙考鳩ヒ．き，わが魯とし訟，世

界め衡星〉嗅】は屯事蒙に・樹重魯！91ζ二方ロ「ケろ1ζ・とも1τ、欧

孝1之ち’いて誤み・ら哲ていろように・アジア大三洋地

酬・も共凋二三1レ体制を組織セ・骸直勲網竜確立す

ることか“1込黎：とさシてている。

　＝の：ζ》）の衛星として次：め指想が，老えられてあqλ

詠ら1・つレ、て4異体鯛鍬玄秘rすべきで’あ弓．

⑦　㌧一ザ二言二二L精癌測地漁｛覆）

　　光吻妨伺勧刻とレザ鯛し確距浅齢測との．

倉鯛1・よる高績度の測琶を冒鈎としたbめで，太

陽光友財とレーザ光再帰亙射ρ面桜集をもつ。

②　電i浸測地衡星く位置決定の高速．蜘易化）

　　レン・♪アジい磁ソゾ・レイトー．・1ステム1で

よリ誉冥錯ナ函蜜苅・喜｝・ク》高随イヒ．

　　　　．”　　　ぐ91P♪．

，箇易ろζ吃はから，

◎

， ‘

　■

D
●

●

■6

●‘

～

タ

O

、

④　測也基寡点衡星

　　それ臼体於刻々の位謝内薇レ、かつ他へ弍添逢

　ヲ「能な働ぐ甚毒点ヒレての積f星で’あり．：二1k粋よ

　り同定点，づ移動虐、壱γ旺わ・ず暗時のイ立置3気症吃1績か

　る。

（99♪



蜥　一
1
一

喰

ク。ン資源：塀了雇1，’　　　、

θノ資派衡’ ﾕの必雄蝶，．．　．じ．

　　　醇衛卑一人工蹴、い托一レセソ碗繊

　　して越尿毒盈を観測レ，そ二から・堺られち情転を資

　　ヲ尉司題1：畷菟伺題の解渕2琢受立たぜよらといらもの

　　で’1そ禰開範馴怠躾沫．地復，地哩〉毎回ゲ永文

　　ユ環｝飽など，》1…’静z広：憾陀わたるも・めで’ある。

　　　綿繭は’劫ら碕三三漁て．し＼ろ以下

　　の課題老勘弱花めの壕助尋蝕ヒして極めて有畑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　ぞ’：あると玉野られてしへろ．

⑦　蓼杯の分野で，、食料，繊維，・杯業雇出物の生潅

　｝注〃）～匂上や．三三適土色の増カロ寡

②　〉罫洋〃）分、聾で’の、”同地♪資言〕票の⊇滅少を補’うための

｝撮六の髪底・ぐあろ海洋の》蒼在掬噸源一（食掴やく鉱物

　の沸癸むよひ・’海洋鰻皆がら〃う入命，沿岸）湊｝豪肇の

　保護

②”
o療め分聾で・の）然料や’鉱物》顔漂確保宅阿る系め

　　　　　　　　　　6海

6

　0

　　●’F　　　　　，

◎ 　　●

●
ρ晒．

♂㍉

め資練の響こ，火山や拠暦博力’らのべ命や》蜜源の

　保護．

＠ヨ蘇の・が晋での工集化k俳なつ．深刻な水不捉舟・

艦鱗禍勘ρ一審蔽と蘇脅脇三
曹｝宍永算の防止や水汚染のぢ方止1

⑤．雌めみ禦の人働四球の蝦堀効梁飾痢

　用福ための最も基本餉な潭伍である地囎卿作域．

④’ 蜍Cの今甲での縞庄3舌のすべで1ミ実礫動影嬬

　壱与之ろ木蛋状熊、（6いマあ亭報’大貧汚壕の防

　止あ’噂よび’鼠約魯勺、毫ヒまこ〕レ《；をつントY⊃一）レで」きろ負旨

　力・力伺1ヒ．。

　ゴρよらなづ嚇慢源壱癸訂し，刹）三管甥あ彪あに

人工衡費イ動二と1二品の絨猫1・’焔リモー

ド’
辜痘､グ蘇鷹本師1凌驚勉めて即

し、が，航室薇が細都8わ九畜鰯角こ直レてい3刎こ

欺囎擁で即！沸1広し’範畔岬町

　　　　　　　　　　　（！〃ノ　　　　　　　　．



・測出来’る，の島～遠廣で・・三子づろ’ ﾜめ短期洞の

らちに越階・全ト滅を観開門〈来る。　（ヲ）　麦復観測が・

可舞であヨ。　（の一窪の太腸角友で’観測つるだ

め．均俵な映象を餌蚕ことが・できる’どいら剰点宅

毛っでいる。

　今後は，つあ二つの方法を梱み含せ．多Oとによ

つ、ユ’ﾟ分敗功飛躍的癸履が獺特されている。

’・②内外あ動向

実，門前顛4纏の嶺想力咄沖ナ鵬期四境にし

　　て，．資噺韓あ’よびその弟1恥埴接纏づるりξ一

　　トセンシング例蜘＝つ，・・て石潟1な三三右動きを房潮

　　レはじめ宏ゼ耳三門術で先導重’q立湯Rある了ズリ

　　カは1餓星ヒ朔た室微によるり：忌一トゼソシング・レズテ

　　ムの、三吟麟‘革倉めて観祭的な協力のもとに

　　伽紡観・．頭らわ取レπ・なた，このよ．狛貨．

　壕の中で・闘皇で『はη三一トセソシンゲ蓑三三癸，

　綱をイ維句蝉右側一そφ為勿テツッ〃とし
　　　　　　　　　　ノ
　　て漁賄夏1欄するワーギングウ亀らループ右下軍づ

　　　　　　　　　　　　（／喫）
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’終こ雛戎議し牽、

　て蒐を．贋源4斯星は’運痢優β壱に．はないが’，アズ，リカ

が／9ク2脅風三巴吻棚としてE尺ア5照
射丁ちヱげ，引そ統き．・β尺丁5一β，三尺万ρ婿

　KYしAβあ一老6、塔」をマ丁ちき二1つ“るそノ宝で’あり，　本．

裕的な編癸が始まろうとレでし、ろ。　二甚ら一箆め

回し襖，・縮デr卿∫二三瓦動ゑ吻の槻

を主ヨ函としてお・リ．この探麺zlづ日広壱はじめ世

　堺、の　2〃4奏争図力・ら数・多く〃）研宛看，　珂イ本ひ”務ノ1口す

　ろこ’乙となってレ、ろ’。　・　　’

　　装’源霧〒星が’『厘）…日卑．繭1二λうめヒ弐その〉突のス：ラツ．プ

かちであヨが㍉二哲らの岸宙デンタがわが’画で』共

働帽でをろ研能性ば高いものヒ思われろ。

（ヲ）オりが層のヒろべき方伺1＝づレ・ての考察

　　現任．日本）蔚辺，のン協羊状況1ニプωては，躊向的K

一も1室洵働Z峠観測でしカ・杷楓されてお％ず広

働’惣観測つまりシノブ・チックな・観買曜雄れて，レ・一

　なレ㍉　　従来〃揃自や鮫室藪によ多観》訓オ）去で’は、

　　　　　　　　　　　　　6君館♪



との魚多叙吾マろ之，ヒは⇒P翫＝困甦で・あ5。　賓標

衡崖玄刹回すれば’，カ：大な三洋環境フ…ヒえ1ず永〉温．

游〉荒，波ン良⇒由汚壕辱が三二て．とらえろ。とができ，

漁業旧記執旧記駄争大め利益乞抵らレ、

．また、永文の分野ビは一，〉疹「川流量の遷翔1，積雪，融

雪・量〃ク把握，募爾・〉芙永の予知、永汚濁辱の：観測箸」

吃イ隊ら二とが鰍馳綴1ま焦そ曜の分野

にちかて凱姫室三三庚の三度で1蛮認めヒくし・睨象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
たと之ば地形の特怯臼然撮境あ変イヒう’昨地形の

変化汰山回嫌の分紙kミ汚梁による榎物め三選

報礼跡弱手勲レて即効である．

　ニグ・’よう、丸山源二三はわが箇R多大の利益塗む

たらすものと宴耳蒋でぎるが，そ．め潮径利用壱独セで

行なうべ’とか，属際協力で行・ならべきかは，今後の

検樹課題ぐあヨが，グロ．一・ぐルな粧格をもつ二二弥・

野雨気権畷’爽雇途上属あ地回作滅堵）て“鼠わ「

’幽の鱒掴獅力噸から・禽嚇力が聯越

．恥鴫や鵬えられるて誘ろ．ろ・

　咋グツく今律三三犀1畷頒捌毛・一㍑ソ

　　　　　　　　、，．砂如
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上

サ較術の研究嗣癸誇よが解られち，｝窩勲の判読伎術の

石碗の綻毯玄関3ヒとも1で’せ界の動伯壱卑まもり・

つつわが勲瀟栂、二つい乏三三老、搬自すべきで’ある．
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3、科学衝；星　　　　　　　　．　　　　　　　’

　ω’科淳衛星の・斡要陛・

　　　卑宙・科津観測の目納、4，入顛が・褄箆、寸る池：球〃う環．「

　　境を知ワ．．また卑宙の研勧tよ・三三い・凍塑、法

　　尉壱癸見すろ北であ孔．↓の面、乙あ・いてロケッ

　　ト，ス：〔、ラ飾弓によ＝う直ヰ報魂漁｝，三密線の硫究、薩）喫

　　の観測三八三助に推窪錫こヒ）（よって、前壱に

　●ついては，如束癌ユρ電籠層助状況’，麹家を面む磁

　　資圏，大暢）颪め様子，太陽系・四阿プ’ラズ’マ〃’陛頂蓉

　幽がゲなり∬月らか、二なり，5丁ノつ（イダ幽《傷ヵ．一みゾ㎎＿

ゴ滋ノ鍬四三しの新い、柵が瀦越
　　引Zし・たり・後壱、Zついては．さ気観ク｝カ’ら三才多

　　x蘇・天支学．飴緯天女学　紫外練美女学の擁η玄通

　　じ．ん順の穿宙、二寓二三認講を一劾せしめた。

‘2♪　　’内タト♂の塑グ71＝司

　　”が勧ゑ’ロケット1・よ飛離雇鶴浸物面で・か

　つどちゾ芦力巻貢献をし．また、地上齢則．1繭蛭叢見潔1｝，

．ψ62

◎

◎

i

画　　　　　●

　　●

　　，司　　　　　◎

●’　　　　響．

、．　　　　4レ，

●

●

ア×’リヵ〃つ衝蓬ノ）rヂーク解r酢欝玄重じて1．コの・分野

鳳哨ろ・荊雌肝斑鱒眩惑していろ冨の一つであり、

あが・菌の夘ノ男科孝衝星（しんせし・）．は衝星技術と

）て、づ：’ Cネ四君子灯なもノので’あ多・カ、”，　・すで：に3丁戸、くち・

陥い妬か噺しい知見劾ロえて沸．．

　枢肋感／97・鋼糖泊じで・み・型衝星φ
》！り　　＿　ス・・r皇　i庭♪φ　≒5　と　と：　と，　1こ　，　　ノ　9　　ク。　　乙己6イしく〃ウ　後ギf二

θ印ク辱大型衡励こよ多可姫企画レて魯り’亡

らに，　ノ98〃算代1乞入ろと，ヌへρ一スステーシヨ

ソ享かその有響町を癸揮粥であろう．

　一方．わが’函けアメリカ〃う小型衡星》リーズに匹

赫づ3三ユー＼コケット、・』よる斜洋夕星シリー；ぐ老進

あてち・り，4男衡星はすぞ・にそめ搬作壱痢思し，苛

ク男衡動綴、びいては検伊予であろ．

3）わが困のとろべき方佃。智 ﾁし・て診呼子

　　以上に夫別き択た壁跡章物狸灘勾，穿窟酔夢旦惇餉研

晃ド対レて，わが函ヒレては，／9ク〃盈柚2は‘
C

（〃：7）

◎



ロケ・シト．＝1気球，衡寡1己よう；ベラソkのとk旧観演i1

笥画・屯椎進寸賓と紬1寄93・昇初頭からス・マー

ズ文そ一ンヨソ響を含む図工力｝こよろうi斤晃宅並行

して進劫る誠か迩辱であろわ。

　こあ7乞》ゲ内タトの重吻向老ノ了＼「まえ、　駐～）r宕十1重」、て続く

べ盛あが潟の将来め・科潭塀握誹画の冥体化1てついて

の調査：検祷老急ぐべ・きであるヒ．考え：ろ．

9卿

「
一

◎
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鼠　　　　　●
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’レA’ @　　‘6

、　　　　ρ9

●

●

9　曳吻衛星　　　　．　　　．’　．　　　　　　　　、

‘ρ　曳物衡星の四丁

　　　珂篠1融いて将心土創納けろニー戦レて，

　　ア科、掌下天充の進歩」「食燭の確保・，丁ろ鹸の増竃

　　rス類の汚動嶺恵め拡大」辱があるユ’疏みたが’

　　これら1磁朝諫臣軌レて・雑禰三論
　　下顧てお・け姿生物力窃究，お・よひ・・そめ滅尿の刹）彬≡び

　　にそ砺碗手良の温品1よび施磁お吃なら穿三生

　　命緯圏勘顧究鱗げ湿ろ・こ済宙生命科

　　学ば沌上の嵐命恵山の対象玄穿一室働＝拡夫レて飯

　額い，六事圭見応めよゾー滴り，普壷的な解朗吃冒的

　　質う．切で・注油・騨劾蝉への寄与が期

　　i特亡返ろも’．めであ1るジ　　　　’一’

　　’現在．．こめ分野の威雷雨，主12涙ρような誰魚R

　　誘・い畷も吹く埼与すろ肋と畝られてし’る・

ρ注体ヒ下野肋物脇≠ネ）レギーの，乎衡’恒存

　の栖痔の解朗

渉．享宙、条件に首言ろ生物〃適応能の研究

　　　　　　　　　　　o〃り



（＝．　生；命》ケi欝ヲ東　進イピ・の三晃

4．量伝記：子．1＝つし・τの解明

8・生心咽ムの噸幽す細論獲得

チ・蝉勘紘大涛勉三三轡？ン緯一
　つレす・ろ壕鯉と手後の孝巡見

．兵物の峯態渤噺究『

西門下め才賢協力・禰て蘭す多’壱翻吻

　癸見

　　新しい籍蔚滅菌法φ癸旧

く／触γ吻争物・砂己4・吻”・吻勧．の

　生僧門

ノ1：太硯ワセ％．甥駒換曄の滞三

等．写衡犠熊の勧熊〃解朗

4，生体1＝蘭イ系あ賓新じしく環境楓子あ奏見

ヲ’・，臨床琶学、臨床心鯉洋忙役立つ知見の轟発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
　　のよらな申宙生．命科学磁心の石幽鬼の適すう極立

つだ欄　　　　　　・

⑦　穿寅の特殊畷下下、＝あること1

　　　　　　　　　　α〃♪

◎

■
　、‘》

●

●

購亀　　　　　，ρ

一

●

●

　（無手量，ゴ幽磁場，穿宙練，放寄寸負ξ、本傷光線．

　　智嚢室寒）　一

⑦兇斜轟離諏杁工環舞が・腰とされる三ヒ・、

であり．そ2初期霞蔭τあ㌦いて艮地上の穿下撮境

施訳1綱確粍弾首回得押1用した灘臓喫

験L＝より行なわ顧が，；れら強．阜宙献態との相

置が大きいこム二巴状繕の姦期裸梼む味珂能なこ

と馴乙より伽て不完・鎗も胱ならざろ勧馳・・。

　二の覧助、④上彦乙の・槙疑裏験でね，実頭しし僑1な

。、本・格鈎な研究，◎煩疑兵喰の二叉新究，⑪医

悸面め研究ρ一ため勿宿ノく衛星〃）予備）契三三〃つた幼．1こ’

）貧、◎是非とも～圭物衛・星が必・象とな3．　二の勧表、て

訓て1生嫡動嫁倣命科’鞭係め麟・礫
お・よ乙い・堅い詞1‘クゲ1ヤ、“となるも’めて“あろ．

　　　　　　　　　　　（〃り



（2∫　内外あ勤向

　⑦’諾外咽∂働佃

　　　　／ラ6；／玄工）く集，　→・で’）て入向・を享・・宙1室洞1乞キーrち．

　　上レ貿㌧ちソ．崇緬園ピは，生命科洋、＝蘭する広

　　．範腰壕を禰究励象とレ・て威累秘1ゲζいろか・

　　郵衡平魏レていないフランスー1ごイ，ツ．ス

　　エーテソしイタリア．手5ニコ1ブルガ’リア、ルー

　　マ三ア・カナダ．インド，ブうジノレ穿嫉・いマも

　　か贋リ層め初学惰をわ択お・・），日本に勝る業績

　　老あげ’てレ、ヨ。　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　こみらり業蔽のほ2んビ・は，多津道艦行，または

　　慰盈律よリ得ら撮初であり1生三三甦

㌧恥三二ば’，ゾ米、イム，独の午ゲ酢より行
　　　　　　　　　　　　　　q
　　なわれてし浸1’こすぎない．

　　　2・めら’ちソ露嵐嶺も．軍くから生物偉幌lzカを

　　・入れζ；ち・り！　／9よク参手以釆ノ：966　犀lzi至：多iま

　　ビ偉：・　イ女＝を棄t2ヒツで6イ回の衡星1：・を⇒丁ぢ上げ・べ，二の

　　うち4楓三っレ、’訓4三三に）羨功レてし嘱。

6匁ノ

　　1

ρ・ P・鉄

◎’

●

●

、　　　r●

智■‘ σ9

　栄蚕い’弍／96・6・外から　生物啄靖星言十画を禰鯵し．

以来，網菌をのせた牙ノ畢、ネズ・三をのせた牌2

男．あ・よびサ｝レをのせたぞヲ塚刻丁ち上げて、，券

2石乙、“皆今男は、回収レちが，’ �精試?ｵすうなど

したりレて，、三局一．・ず姑鼠取12終っていろ．、

ま充．忌物迷3㈱激の斎免の言言こノラク“

葺打ち」；」ゲか“予定された弓ビ・リント、衡星もli麺貧

動三三の）喫、ヲ＼病み≠乞’めエ忌月と．なフプ三…或まて“；ぢる。　フー

ニラ・ンスて”）て災．　／96，／ケ壬工液：来，　ラ・ソ1一、ネコ葺：1こ

よリ多単踵飛行後向収寸るとし、ら実験：か・壷減，られ，

ノ％ク泳は・4ンペソジーめ獅殿オ脅備象

駿か’、）ε菱功レている。

　・ま吃ノ9クノ葺価臨めヒルをめせ燐そ屋が，

海周の催行あ多惣“，柴協のロケ引、によソ＃

ぢ上．げら．矛し，現在周㌧演中で’ある。．

　　これらい「ダナt’の、ヨにつレ、てち’♪1薪：釆計｛画1’ま珂日ちヵ、

で’ない。

②’わか・、1ヨー〕こあ・1ナろ動イi司

　　　　　　　　　　　㈲



i
l
｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　わが濁1て労いては、上吉縮三民て比レて，～輩物学

　堤笥画乏支之ヨ穿宙生命科琢が：特、て立「ら’あ・くれ　　…

　　てぢリ．そ酸く燦1伽もの研呪。遂言忌みならず

　　豪，ソ②乙の合’野の’知2識壱畷収ずヨ、ても不＋分・な

　’〉汰態で’あ一る。

　　　しかレ，個々痂禿囮訓恥べきものが初　 ◎

　　鹸（窃生命露，1畷潭嘆物濯グ1レー

　マ老作ママし、引き々M穿宙生物洋1禰1嘩もつグ

　　ループガ・、医導，心理津奥係、の研究老とピもに，

　　学宙些命癒談会を嶺滅している辱，わが凶Zあ・い

　て鉱ε〃分動乞於暗記棒肋が回忌らkっフ

　　ある現状て“ある．

・　咳払短が国1で劃褐生物・魚雷測系の激偲とレ

　　ては，昭和46犀よ肩ノ旨、日本：粛鮫穿宙医同心　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，」
　，握三会の生．物衡星香読会によクて承認さ・臼だ「生

　物言星柵究歓画、つ・・ある。・これは，倣生物（細　　　鴨

　菌，カビ）戸三物，卵細確、昆塊，魚，カエル，

　イ毛 　カメ，そルモツト，（爲．マわス、ハム尺

　　夕＿，ネコノーらサギ∫イ・戴別レ審吃被検生物と

　　　　　　　　　　〃ノタノ

，

　や

ヴ
」

09

●

●

して彫堵このせ，…形熊，栄養．癸官．代蜘，心血

壱乗の嶺能，燦部体逓，血液滅分・∴尿．糞便、取

勇纐，行：動言己録，月齢皮、筋看岡三の馴達＝研究右．

目白勺とす…3も乙ので’あろ，

β）勲が鴇の・ごろべき別殊ついてめ考察’

　　工述の噺よう1く，わか・・扇にむいては，i生物衡星菱支

え二一縮生飴勒三三ち嵐て杁る測そあ

　麹獺蓄々と整備されっっありー，かつ生物債星をづ

拗にっレ・ては，ソ塵老陰いz各函とも輿績らしし、

　哀績をもつてし・ないだ》う．今後刎つが国切脈組み次

　材で・，ヌ進鮪由、て比較＝的短期倒ゼ直v、つく乞ソも可

鑑ヒ恩恢ろ，頒，わか・帥して恩生糊醒の

　安力菓．、＝ついて・ヤ分な検封老巧〒；妊いつマ，その実、現の

　≠とめ、＝前喰ヨ1芝モ’こヒ1ノくr：㌃、へこき『であ『5と；iきえそ…．　　てこ

　の托め，旨面穿宙生命科尊粛係の；墓硬実験ちよガ墓，

　卿f鬼壱誰…毯しづっ，生物衛星め搬，腐癸方法蜂

　巨つし・Zあ調憂検旧劇子ならべきゼあ礼．

oκ♪



さ．舜謙勤ぺよ～咽醐験翫冤三三1錺い灯

この分塑予にち婿る／く赫の養戯IZ・配慮すう2と老棚特

つる．、もめぜ・ある。　”

・dン6グ

＼

倉

●

◎

ピへ9

／o　，百／く衝〒〕星

　●
　　　　　（〃　家人衛星の式台・

・』9 @　　　　　－rでにみγ＝ように，将来社会にむける人夏煩め二心

　　　　　　な血忌蟹レて，て入漁の》臨噸域の拡大」、「べ類『

　　　　　　舷形畷猿の和上」，r文イヒの栄隆」「レジ’怖あ
●
　　　　　　シ舌藩論」享聯㍗とが騨乗れた・

　　　　　　　循入衛動哀，こ漏め課画ミ姑レ，直擾・むよび向

　　　　　　三瀬論決の直老与えること、てよって，将来紅会に

’　　蜘鰍め貢磁粥も魂して毒えられ之、・る．

　　　　　　　聯編覧レ二兎鮒送冴ム岬r騨
　　　　　　老零求さk、1ま毎ヂロジェクトの親榎が夫きく

　　　　・御魂金魚粥含：無ぺ鯛二よつて蒔し得

　　　　　　・ちい〉知よらな意妄玄湿してい’る・

●
・・ @　　身うに1’人間が卑宙室剛嬬・いて各種の猜寝響玄

，ゼ　　．鹸衡’甑爾観剛條資’麹囎の晶晶
　　　　　　の多様なミ・ソシヨン々司角詠銘＝セである．・

　　　　　　　〃ハεAで・1質，r将釆、鍋測さ承ち卑宙箔動、或盗

　　　　　　て1’無、くの魯幽制柳威いぱ急薩操存の技術ゼ可集な

σシクノ



　φではないが」という啄・に鮒レ，不舶ヒではなし・

　かも知れないが困雄の度合力・ソ菌ぺめ三三よウ明らか

　に欠きい務附（例えば恋割声葺、．鉾曲斗轍11あ・よ

び獅恥ラぢ緒癌凹い逆、撃蚤初輸か坊る

　．2と老身：旨下してレ、る．

　　苛2、免右x衡星という掬鱗虎システムは．招　’

　ヱでの医王1輸科1掌1｝號i科単二の癸雇1こ大さく

　寄与づることである．

　　欝・髄か顯聾あ3墜下1・か、三三メ

　カニぐムの研究が號恥れてキ’ひζか・・ヱうした

簸境老麺‡）て加て三期離捲す’萎Z・と姻麹等

　ま拗家する1ζ∫二三室鳳＝おサるノ、楓の絢圭怯／医

・’

竓bｶめと緯鯉ゆ蟹｝て多大の鰍
董錫＝とが期禁奴い3’ ﾃ邦の縮活
動1≧必辱な生．命維特シズテム，生透螺境》ステムは

地上碓稀境刎験例嫌対し，多犬の》波巌螺

宅・賓ぼづものと角えらkてし・る．

　　牙ヨに’嶺λ衛遅は子下め活働顛；域の拡大をもた

らレ下弓洞壱● l病あ生，6今回づろ可触瞬蒲

　　　　　　　　　　（ノ冷ジ，

◎

●

¢

1

qレ・ @●

D

噛・ @　　　ゆσ

●

●

く宅の匹て法ち網の㈱’女イ晦～2み畷

認訟k粧な変灘t熊ら寸ヒ予穏とれろZヒぐあ

　る，

　　将東人類の汚動頒瓢を拠止鵬穿宙墜渇ヘヒ拡

　栄していくヒ寸れば’・有ぺ匹よζ卑宣活動丸その

、ための込須のステップとなろう。

（2ク　　内タト4つ苛ぐ司

　　石人糖渥については。米ソが’隔炎老進めている．

　　アメリカで民～鰍の穿畜腐賀して

㊨　×＿ノタ，ズー22蜂・の大気溺外へ鼠る≧とだ

睦冒裸とし勧哩叡ロケソト、

②ジェミニ働・燗矯棄礁曝小φ衡星で駕

煽爵勧老項する初。

㊦ア三型の恥探麹目的ヒ三三望下“働に

　よろ業事．帰1量能力を有づ多もの。

と．“1貢双発、雇させ、 アオぐロ老ヒ画の域功’でよって’，べ

　Gケ92



婁

顛働誰復嚇し脚た∴さら）㍉二●れ》綿ぐ．

　窟画・ヒしマポ冬トア・ポロ計画凌立察し，！9ク〃奔

　　代半ば㍉（：スカイラブ型穿宙ステーレヨン（巣・体のス

　　テマシヨン本体備紛Pケットの寒＝紛窃幼・ら威る

．小型碑歓をシヨン噸鰍、二維回す飯減

　　瀬）界が：ある。）をノ9汐グ到ゼに） 　．ヌペーペシヤ

　　トノレ’C勇但乏用てユクー・ソトドよる士也球一地球】軌直同’運

　．鋤粉とスペー又9グ（主とレて玖潮切測繍恥

　　吃裟三田せち’ロケ・ソトシステ∠、により本格自19右導宙

　　ズラーシヨγの打上哩七二レてし・翻このポ尺

　　トアポ聯廊いブ畑伽＝よるものて“・凹凸

　　資．勢淳研冤ち・よび三三の各分蜘略1し・て，ノ98ク

　葬代三斜のせ〕和掌膚活：勤4）ψ1舶勺考受」割あzなうち　　6

　　のと、考えられてい
i
蚤

　　　ま兎1／930舞猟後学め繊芝冒途とレて漁ぺ

　’熔探査，月面眞久暮地肇の逡凌計耳が検尉駈て

　　レ、：多’．

　　　一方，ソ四域ス頬初〃臥掌宙紹〒老ボ又トー

以クノ塚で莫現レて以．来ポ’ス、一一ク．および呪ソユ．

　　　　　　　　　　　　侭〃2

●・

O

ら

　●

」

｛ム　　　　・も

ウ「

●

●

一でンリでぐで’着．実、こ有人）掌宙楚狩の実績老高めて

いる．

また’栄働ソ直ρ郁斗星同志の縮室伺での

ド・ソキ：ζゲの試みか“行なわ碁よらどしてむり一｝この

ぢ月　　ノ9クζ茸に実i施rケへこぐ・面国協定が’調：印され

‘た，

・3）　　斗フが’、薗この　　ヒ　ろへこ　…きモ方「尚、r＝づ　し、て　め考察

　の｝乞訟たよら、て，石ノ〈衛星γ歳．1窮星図ノ三人旧が

直期受作すろ6・乙に曳る多様な穿宙活働あ1容易性を

勧・胴の書体幼ニズ4塀鵬あろ’い縁人類の

i活動須～叡の拡大、てよる有形，熈・形の多様農劾；采堵将

菊こ多くの可能｝｝鍾有す多も〃〉とレて一応の訓泳し

ぐさるものぞあう。　しかレねがら，そ〃騰喚勘・・

必らずし乞E日舞て“ないごヒ．巨鎖め尉癸蚤を一要する

：Zと1、／〈命：lzイ系る孤〕題て・あろこと’ D髪rからその嗣癸が’

疑遠視きれてい．勧も蕨であり，米国のせ論ロア・

沢ロ計画の草々しい威粟電て柏手ぞ送β亙西、あまり

依γ♪



にも豫頭な潮回衡粛レ．榔難の鋼・’強くなってを

ていろとてろである。　．，一∫…　 ㌦一

一方，細姻ストアや謳嚇功勲ず・噛／吻

郊粕ズ脇の穿宙活動ばド科粥工むよび・実利：用の分

郵傍し・て・スペースンヤト，レ，スやスタダス

ペーススラージヨンの広範な剥痢び’珍えら九，従釆．

の弓術に嫡穿働舌三献・きな：転換若余礒なくされ

ろことb」亭寡還しされろ．

　三三とし之域このまらな指M鯉屯とリaく

情勢老考え、しれの岡癸について1ゴ慎動禰三寸ろ

必辱ガあるヒ考支多，

　　＝のため、項ぺ隊勧＝君づ多将来柔士会・から・ク要請

　　　　　　　　　し
り～・よび’国際重力伯）てフF断の検壱寸をカリえっフ，’当～面・’有，

入申宙システムの基挫とな5べ・・き享項〃）基確研究1て

祷手韻泣も、乙、糸扇象の協加よクて莫現を

郵＝馳考薦レボストアポロ試重’への参加向

題）（つレ・て②縮を続解いくべきであると裁ろ．

伽〆

¢　マ

◎

◎

、

　●

θ

●

艶　　の

●，

●

／

‘

ノ∠　⇒丁よ二げ’）萌丁ユケ・ソト

（1♪　才丁．上1’デ）君ロ2ア・ソ　トのll逃要’腔

　　・ロゲ・ジト．は、ス、エ断星奪の字三物捧麦字宙空洞に

　打ち上・げ：る唯一の麗；駿…手禽ミであり．あらゆう〉芋2宙ジ重

動にそ9墓磯左与之うも’めである・・

　　三つで、羽殉トなくして鮪汚働獄不可集ぐあ

　り，この意麻ず，ロ都ソト能力の茄熈が一国の｝霜

痢薬のあり方壱大きく左后す萎ものヒなってし・る．

　　・ロケ・ソ1確正しない風嵐必然負勺、＝ロケ・ソト係

　ジ有掴｝2L衛星め判上げ’玄依頼すること1しなリ1そzt気

　擁種9従～獺係が生ず臥酵楓ヒして臨亜

’信，放氏，留原，航行旧庵助て公共、｝生が督く1團の

　枢・要ム主権快係る雛の才丁上．1弓“宅墜掴的に仇周1セ依

郁取と蘭当でなく西即あ四季の搾げ
　集力を裸有すべ’をであると老之る。

ぐ2）せ馴z一劃煽ロゲット潮癸の郵司

　　現在，人工衛星壱打ちヱげ順ロケット劾顯レマ

（心） ＼

♪



！

い姻感米同ソ卑つランろ鴇本1ゆ風イ
ギ’ηス．の6三国である．．　　このろぢ，労ソ噛’固か“

ノ氷雪，ゆ：型お・’よび’づく型の各ラ冒話コケ∫ウトをく騎してい

ろρ、粛し．イ鮒いず描ハ哩衛星の打上げ偉力を

梼つ平準ゼある。’ま惹男帯中のロケ・ソトヒレて、

　正．しDO美，欧字塾ヤユケ・シト飼奏飾琴）、多うヨ「一・ロ・ソノ、ぐユτ

2号，わが・「図6つ六／ロケ・ソト，米葦郵〃）スヤニスシヤ1一ルノ

響か”：ある．

．糊は汐ポ蹄樋彫匠麟匠三半直怪
　ノ0刀2し，！全｝・艮　〃34ハ，癸身欄…’重事2．フ｛〃0　トンの

翼．大な3段武痴体燃料ロケ・ソト、サダーンマを，はじ’

・・’ｨ外タγ∴マトラスセ≧ト”レーノ’アジ’勃

　ヂルク・，’スカ、う’ト堵下蔭〃）ロケ・ソトを’甫回し，’月・

惑星の裸資，ラ斗孝衛星，裏用衛星1，冶．く衛星客》多

篠なミ》レヨソlz応σて．そ勲それ打瓦酬②廉恥

てきだ。　さらに米国憤，アポロ勾画乏続く卑宙飼

癸誹画として・・，時又・ド了ポロ計画計策回し1・象蝋画

．人類の頂藻め深靴朔Σめ1蘇喜帽蕨’く広物計画凌

Ol％o
！

e

鴨

f・

○

◎
　’塾

o

9

●
f食

●9

’｛好めよらとし’値いう』．オごス、トアオξロ壱｛「画は・ヌ・へ9

一ス’ﾗ一シヨソ，ズT一スシやPレぢよグ斥や一

ヌこ・クク砲を痢易≦・の＃♪，“．「と，レてちり，　／98ク｛耳》＜蔭6う　　　・

世界の專宙汚動勿申1舶裾贈眩になら’も〃〉と考えら

れセし、るが，栄国・r式二め程そ〃》・醐亥たる又ペース

iンヤ1、，レの’肉韓正参く1省夫、重し準・

　又ペースうヤトルは拠疎と地球笠置桐じの肉で

λ頂ベエ艇⑳他縮）静か特高な淫雨虚心

弱択テダ徹で灘¢ミツ建て榔
弛罫帰営レび遍ミツレヨンlz重び伽で贔も

ので碗．⑫再樹冠可能加ケット減∫従来の

ロケヅトφ蜘＼捨鴛いう禰を梓く厭う初

であり図？返レあ棚kや打L懸用回るレ
く侮辱乞り＼つ乃囎捜昏晦角隻なこと、＝より

多事のρケツ隊堆備すか必黎がなV、辱の大きな

特灘項す殖蓼的循ものである．

　スへ％スタ．グ減．虞な沃断飢踵向以負・・賀

赫辱の圃疲属吏厚し．跳鍾が没λ後の各糎め穿宙汚動

（必ノ



壱支卜する．：しのζ“事る。

　　これら・スペー又ステーシヨ・ン・、尺ぺごスクグを

．額台嵌セスチ4函。れまズ1＝ヒζ鵡極めて経海

的がつち様ね穿宙活動壱可熊1ユすうもあで，今後。．

祉嘲・ケ・ゆの劾林寄鳩繧生えうも

のヒなろ’ら．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　なち・．饗馴歳昨算三sc（欧1川学宙会議）あ・よひ・・

わが層に対レ，で取ら．の婁用衛星めヰ孜げ菱．米塚

めロケ・ソトで’蘭業べ旨穴で’誘貢ら用意めあるZヒ壱，

表門レ・灘齢ロケット批が援助三三三脚

て，いるっ

．．一 繒lトい三四マ鴎．フうンスが弼アマ箆

ロケ’ソ c麟94弾弓〃別て神似工衛
卑を打ち羊げ，以後放良肉癸を甦めてし・る、イギ

リス純ブ弓ツ9・マ。か・ケ・ソ旧旧し，

ノ9クノ昇／朔に神・．雇三星の打上1ゲ12劒レ

布が’尉碑鵬tてよリ．そ〃後の動回申止し，

今回磯回め茸坦嬬外回め協力、魂存お。

ヒレ托，

　　　　　　　　　　（ノ％）

3

O

●

P　　5

，

ρ

◎
∫：釦

・，

　　ま庵．よリ夫型：かロケ・ソトは三しDO丸欧州Pケ

ット痢奏戯横〉に内いて，静止衡星の‡丁上げ窮飛

もつヨーロツペ廼｝の痢癸がワ9クテ年完城舶標

　）二進められていう。．　これ獄，．欧・1十1各視か’》分・キ旦して

禰薬つる・ケ式之へ進められひ、るがン’ ｢⑫実験：にお・

しへて敏耀傑，飼癸がやや屋れ回せてみり漢

田野顧仲止を堤三寸るなどめ動き力坤ら繍・

一方，仏11 ﾊ独零はあくまて・穐力φ静迫衛屋打しげ

能力老保有事べ’ぐ猿オ・蝉々な禰癸屯圭回している．ざ

ら、ぐELP・で液ド夫型静嫡星打上鵬。ケツ

秘して，ヨーPツパ鵬聯止衡星て吻の！く3

め打上礪帥）の三島犠偲が’もたれてvへる・’

　欧｝脈ち｝い7は，このような佃曽の痢豹切Uえて、

米風ρ回忌ア溜ロ書緬への棊力町司題丞’よひ’ヘロケツ

　ト才・丁．】しげ働日力｛疹（四丁司題奪考乙力、ヵ、え，　こ・中でら〃）洞6う「夢書

」臓どう図るη’が’鼠や癒染事頭・となってち・り．今

・後，この蔽論のいかんによっては，欧州独臼の打上

げ）恥ρケ・ソ1一∂）痢癸計画1、歯大欝彩瑠之液ぽ澄もの

（～27，



副
訓
－

　
1
　
　
　
　
一
肖
団

　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
…
”

　
　
　
　
　
　
胆
－

　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
団
　
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　と廻吻．れ．備勢は．，，なち・流動的である，冒レ∂・し，

・イム！瀦駄・’・Pケット角と搾米ソに独占≒ζ駅

　をで・な紛との麹い〉夫意吃もつて嘲・癸にあ’た．っ一ζち・り，

、欧州独自φローカット痢発は画ずさ派る、彦硬しが・鬼しく。

　　　－’と麓室　． 一● @’一ゼ
β）わが潤の同について・め考察・・…

　　訪が国の打上げ・痴づケ・・ノト伐導宙闘癸委屡会か“

史めた噂鯛癸計画（〕…召和塔畑》央定）」庵

　づ㌧き，：季斗隊・衡星ヰ丁上rけ職のプをめの済4ロケ・ソ・、、の・甫癸と

　裟鴇i購孝i…キて上．げ」の・右しめの入！、コケ・ソトの蹟∫多｛≦’か・達窪め、ら’

　れてい費．．

　　＝：れ1εよれ蹟亀’，盲碑｝●タ・2・年巌｝2誘・いぐは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　湘ケ・ソト1ま・づ獺悔伺上か、如・舜一ト型の

　人エ備星：灯・上げ凋ロケツートとレての岡癸が、せぼ塊了

　し8　・　　　　　　・噌

　　ノ》血ケ・・ノト．織重衝約／ooノ〈3のべ工輸・星壱齢止

　軌遠に打ち上げる’蹉力室’有オぢも．めとしzr肉輿され．

　；る二llと1馬な．るら∵．　一．．　．　　　　　　　　　，

ピ（ノ28ジ

きi　’6 ．　　り

“

蜘　，　∂

●

●
、

◎

ρ

9，

○

　ここで賎％和夕2葬裏に主・ける三のような〃

が癒のロ今、ソ1一角廷力壱訣…鐵しつつ、：2れ以後抱ち・

ける拶属ρ殉トあ樹摘一発展め可論誰吃履望

し∵＼つ．：鱒糖離尊老渤請して’卿の

弾雨のお塑の飛岬・ケ州てつ炉でξ
潔じた。

．の．必ザ倒ロケ・・ノトの族術臼勺発穫の可熊曾

　⇔　ノ〉ロケ・ソド

　　　冠ロ1ア・ソ、・rま、ぎ．宙甫・癸・銚画、2踏’てい；3よ

　　う、冬将」来、2お・ける大型静止衛星め‡丁」bげ’に儲え．

　　その柱省謹伺上させi5フ乞めの1攻三三展．の可負旨性，

　　・か・1毘鱒勺畠い・キ・型液づオ～’τコケ・ソト彦しで周炎か’、楚

　　められているもめで’おうが，＝れ列国和∬3．年

　　以降性お哨る改良肉発お・よひ・瀞駒上の大略の

　　現、ヒむしは》欠のヒむ吐）である，

（ノ29♪



鴎硯在禰桑・物Mコケ・ソ、一壱’V一工とし’ ﾄ，改良型老入，ぞ

　エτ，人1－」1τと核：杯する）　　塵

丼tつ し 三三踏 勧野熊力
、

←

㍉不ソト
概　　　辱

権ヵ
縫量、

鐸阯髄
ノ〃oo　1＜釈

l軌道．

’構r能三期L・

・ノ霞．2段、

約ノ2夕トン・

@　　－

臼9

X〃トソ

納
　
　
k
5
／
0
0

　κ3
刀召和52タ陵

凌体1撚料

03鍍，口体撚
’ 一

ノV一工

やし

o補助、つケ・ソト

右ノ霞、8本

つける。

　．，

純m霞，ヲ級1⇒

緬’　　ト’

mク〃

、約『

@　1・ンノξ”

納　博2ゆ

　’く3

X00 B召和」μ痢隻

「

N、一／と固じ’・ 蝉喝和タノ耳度

o父後乏雑負冒司 から闘癸痢

上．さゼる　とと
ノ

始の場合グ

ノ》一エz もに再着火能

●

（ノタの

剛，

●

●

’

D

覧

●

～㍉　　G●

唱eし　　　09

♪》．ロ
．　　，

癸鰍鱒 鰍」助鴨能力
｝

払ソト

概：・　　蓼　　　　　　，－

堆力．

総重量

都止繭
　冒ﾉ6，〃0’く久

ｯ軌箆・

庸細熊蝋月

1

　　　　ρ

ﾍ壱もたせろ

0孝甫日戸ロ今一いノ．ト・
魅

－

壱ヲ本、＝噌強、．

●

σ2飯のエンソ

紳　　トン

^3ぷ

納　　トソノよ0

　kま4〃。 　k傷
Iヲoo、 頴顧ロ5ク筆笈

ノ柱能伯ヒ．・
～6ρ0 ～／8〃。’

（昭1和53年’震

タンク：浸増加 から碗呉開

02霞城N一π 娼の場合）

と1ま痴抑’か，

N－1皿 ま庵は推飾11

は液体駿豪一

液体水素を使
9

用

o　ヲ霞犠IV一π・

嚇

璽　　　　　　　　　咀

とぼぼ精い
・

（ノ3ノノ



ノ〉ロ
’覧j｛、一

@．　一

・鵜時 …解枢げ・能力
，1

、ξ・ド・か

p戸ソト

∴∴羅　　　・婁一

@　　　　　　昏，　　　　「，　L

@　　　9．

　＝　’　：．

C：椎力

禽僅畢．

@・　　　　●．
静止軌遮

ノ〃〃叫く朔

禔D軌聾

解碓鯛；・

， 幽 ，

・補助、コケヅト

せ駈汀とほ

）ま旧いかまπ
乱

一膝壇強・’

1

…

・ウr≒ミ“
、ミ’｝；、．・一

鶴て∴和狗賦その改浸笏なう二涼

より1昭和よ〃顯に獺のク1一6〃グノく3の衛

塾乞静止三面2打二上｝ゲうろ絢隻の裂展の繍旨，同

封レていると1いえる。

（ノ32）

嚇、

．
噌

●

●
　噌議

τ　ρ

D

●

●
‘い

」申lgσ

②　1＞以復のロケ“ノト‘加スト〃）

　　・Vロヶ・ノト，の4負に続く＜ごさ，新レし、才T上rド’用ロケソト

　の，揖想として1さ，よリ高ノ性能お・よひ：ナ捉摸な・才圭進序iと：

して液体二一灘練（ωx／ゑ召2）を燃’
　ど寸ろ液体dケット汰型固体ロケ、ソト，お・よか原子

　ロケ、ソトニ看…カ〈ン詫多え．ろ1レt、．二奨！～ら〉をfε詮ヨノ合・せた；角巨々のシス

　テムが彦えられる。
　　　　　　　　し
　　そのうステムの伽1を）欠に示ず。

〔》ズテム’例1一ノ〕

　　　／・扱

　　　2　段

　　．発尉蒔推力

　　　Uケノト拠重量

　　　静止叙星重量

〔．システム壱列一2∫、

一ム」込∠乙μ2系2鴛秀ノコケシト

△・×／∠〃2オたは∵〃一盛の

ノ段と大型襯1訪ロケ、ソト併・用

4〃x／乙召2

・ノ80トソ

／20へ／・6rOトソ

7孟〃～Zo〃〃ノくデ

雇生体tゴケ、ソトヌ尺2戸受式、ロケヅト

（ノ墜勲」遂：1て・紅∫星重量！0トン＝とナ1’

ち上rブるラスデム）

r／33♪



1
此

／　段

2．、段・

茨～尉髪雌力

・1コケット、｛総・重量：

2＜ζo吻」溶出：星重量

蘇面エ星重量・

　　　　　　　　　これりのうズテムは、

　　荘ゐ固体お・よびう疑体ヒ1ケ、ソトの心術基蟹をもと1て：さ

　　らに鰍さ儲と心隔の一つの族術的方向とし

　　て彦え・られ；るもので・あみ。

〃♪　わメ）ぐ囲（グ）とノ；…）ノぐiき方向1てついて（7）ノ考察

’上ぬ’うにわ梱の肚げ飾ケットの族紬兇・

展をみると、將・来は目当1書写：の水準きで・勇」下等口乞で・ある

と旭翻疹ゼ

　　　　　　　　　　　r／∋の

直径3慨の固体ロケツ．ト．（4．本

あるいは2本のクラスター2

亡・X／乙〃2・・

∠2ク外ン（3タクトンメ4本ある

帽ぎ6・。トンX2本2

6占∂トン

　　　　ノ。トン．

・（低軌瞳蝋入倣ナ3段乏しで固

’体：エンシ“ンあ；ろいは原；千山エン

ジ、ン「と肩～芹ヨす，る）2〈4クト〉ン

　　凹；お’よZメ’Nに．上って蕨＝江さ

馬　6

◎

◎

」？

τ　　，

　，℃

●

●
ぎb

覧8

　転一Dが国としても固の圭控に係ろ征望の打ち上

ザを全面的に1外固に依存才ち亡とは得策ご・なく．、さら

に知漸繍産柔としてのロケット開発φ先導制嫡

および回療搦肋くの：族極絢参加によゐ一わが国の：地位の

確：並等口ケット南発の」乏、」義・と彦え：碧1ず’、’やばリ画力に

応じ’た独自の・ケッ瞳力麻有する．こと力鉱脈い

方1舌アで・あろ　ヒン参之る．

　し楽なカ“ら、糊謡言個がかズ’ト股含め新たに．

大娩摸なロケ、ゾトを艦～すべきかと”5かについ●で4倹

計’すバき多くの向颪があると彦え一る．　　”

　先づ・☆／・に．めケ・ソトφ出発1寸、人エ4エ星のミッシ

ョンを十、分勘柴してそのシステム廷i突、回すバきで・みる

ので．痂個の征星側力吻の要旨螺緬（すみ腰働“

あること。髄

　ナ2にわカぐ國の在二品i三ツシヨンを塵成する場合、灯

上げ用ロケ、ソトφ調蓬方法どして、④’臼力で・開更す

乃．◎タ個と共四品発寸る．⑧外図1（灯上げ・2依

頼留る。

ビβ吉）



　4）三つが）珍えられろが、こ引らの剃害得夫を朗らか

‘とすろ嘆，要が・あること。

　ラセ3K再再用伊野で回者的で・あるといわ幸しるスへ・一

スラや脚ミ岬塔蜘楠塒点嬬げ勧力個
ロケットのあり方の桧：計なビ世界のdケ・ゾトβ司発の動

伺K半円寸る嵯要があること等で・あみ．　　　．

　従6て．今4気オ仁屋側からの要求あ’よび世界の即下

を十あ，彦庭・し、蒋未納要とさ勲るロケ、シト能力Kつい

て調査を季〒なうととも1く＝、　その調’1望の方法Kついて調

あ倹計断ない，こゴ防の即下次点唖し磁し、最

樋切妨法腿尉る’腰があ．批彦える．

’こ {あ一一飼欄発すろとした場合のラ行ム’

味痢的可能性‘守勢方法を含もプ径黄．賄甲骨くつ

いての調査絵暦・と早急に諮介するとともに殊國く打上

げ’を三才すろ；易合1（つ（、ての、検計もあわせて妊なうバ・

きである。

なお蘇K叡て：ωx／ム〃2．・ケット図

オンロケ・ソトあ健び旅尋カロケット箸の見行’的課題に

θ3ム）

／
『

鳶《ナ

◎

◎
　q民．

一’ﾌ

、　メ

○

C
玲

1｝∂

ついてはノ分・からその基礎毒向、研・究二1く，看回すノく・さていあみと

彦える。　　　　．　　　　　　　『　　．　　、

〃」7♪



－
一
判
」

　
一
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
I
　
　
　
l

　
　
”
i
l

　
　
　
舗
1
一

亙・今復～）挨計筆颪

　　当忽談餌詠上のような計識腫ねてきたのであみ

バ今回の計議は主として、エの基本熊蝉（あろ（りおよ

　びのKついて行なつ托もので・湿り、（3，，‘軌（幻につ

いて1垢干のサーベ葎行なつ⑳みで1踊ので冷後

ヨノら膜点どして引き旋き詳勧検計を三四べ・きも

　ので・；うる．

　　≧た、」羊宙早旦についてみ辺は∴討叢のナや象とな．らな

　ヵ＼つたものもあり、とくに、卑宙開発こ（飼傑揚力の知量

が譲成されようとしてし、ん翻を勘案劒ぱ∫將未の宇

宙活動として早計すバ・きものば世界的混穿から堀リ起

　こさ矛～ねばならないと彦えられゐ。

　　したが、って、・今4象二初彗での絵：計の範、躊にとらわれる

ことなく．將来社会からの額諸をふ汐え、かっ1冒際

　ノ肩務く7）蛙辰1て甘しつ、《9’リ1櫃拡い・クト弊く7）！i芋宙1遣f動が早計

　き況ろICと一身がある。

　　3た、　言檬のなカ＼で’一ぎ笈魯勺にン考察：きれた宇宙沽動につ

い鞭ても、大都市巌向桝び寓華甲の仁壷借耐

　　　　　　　　　　　　r／3の

玄

　噛＼4

配渉

◎

◎
　9玉・

螢ズ

b？

6

く：）

」◆

09

う1（・や力個磯離会の高劇ヒ1（伴ってその地歩焔

めていくもの、好望システムによる気象観測．航行：族励

のよ5・に全世：界｛殉な・要請が’あり．そして、眉引颪で・は、

麺：：域飼あるい1ま．全世L界的な組箴’網σ・もと一におげる方が’

よリ’大きな、劾果をあげうるもの、さらに．わが’国Zして

！冬∫未夫ロて更1オ；あるカぐ、米墨やソ）：毫の画筆「と冒・の当1たりに，

し、六型の学宙活動の主計として誕識・さ率1た蟻溝躯動（

』る宇宙の笹子あ・さび矛船守，それぞ・矛～～（要讃き勲ゐ貨

景1（おいて、オ兵．　実ヲ昆方式’にお・いて．さらに1解・）爽すバ’

き向寒・においてもり極めて多雑な檬メ冒を」零している・　し

一たがって、＝糊ミφわが國の祐瑚発につ（、魚誤りのな

い婆乞苗き出す下めには，今微、新一πに早計される年宙

造勃とあわせ魚ミッ抽ンの撹要実憎く耀諸騰る

蒔期，族：秣〒脅勾容易性，渠魁楊力のあり方、角・要語貫，実昌

碗i調添加ケヅト勧辱rづいて詳細な潮齢断を行

なう配要が』ある、　　　　・

　なお、これうの検計を進めろにあたっては・！〒雷厚志

からもジヒあさ《1るマんナズ面について’分才籍する欠めのテ

ぐ／39）



クノロう’ソアセスメ淋φ導入，わが國め経看力に適応、

した三三槻涙の商正ノ雌図欲あ麻栄揖び売

搬上欧姻る媛吻くつ・てとく1二炭麹る1腰回

ることをつ1ナ方ロえる。
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